
春
の
い
ぶ
き

み
つ
け
た

・平成 31 年度 市がめざす姿

・主要事業／仙北市の予算

（雪から顔を出すフキノトウ：3 月 24 日桧木内川付近で撮影）
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1
豊
か
な
農
林
業
振
興
関
連
事
業

新
\ NEW /

新
\ NEW /

農
業
夢
プ
ラ
ン
型
戦
略
作
目
等
生
産
基
盤
拡

大
事
業
費    　

　
　
　

 

３
２
３
８
万
６
千
円

　

認
定
農
業
者
な
ど
に
対
し
、
米
に
依
存
し

な
い
複
合
経
営
へ
の
転
換
や
農
産
物
加
工
な

ど
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
な
ど
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

仙
北
市
特
別
栽
培
米
普
及
事
業
費
補
助
金

１
２
０
万
円

　

仙
北
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
有
機
肥
料
を
利

用
し
て
有
機
栽
培
米
や
有
機
野
菜
な
ど
に
取

り
組
む
農
家
へ
助
成
し
、
仙
北
市
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
と
農
業
所
得
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

仙
北
市
畑
作
園
芸
等
振
興
事
業
費
補
助
金

５
０
０
万
円

　

水
田
を
活
用
し
た
畑
作
へ
の
誘
導
を
図
る

た
め
、
施
設
園
芸
用
の
機
械
導
入
費
・
施
設

整
備
費
な
ど
へ
助
成
し
、
園
芸
作
物
を
取
り

入
れ
た
複
合
経
営
を
推
進
し
ま
す
。

農
業
用
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
導
入
等
事
業
費
補

助
金

３
０
９
万
円

　

農
業
用
無
人
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
の
保
有
者

ま
た
は
１
年
以
内
に
保
有
が
見
込
ま
れ
る
方

に
対
し
て
農
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
技
能
認
定
証
取
得
費
用
お
よ
び
機

材
導
入
に
助
成
し
ま
す
。

を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、台
北
温
泉
祭
り（
台

湾
）
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
り
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
横
軸
連
携
受
入
整
備
事
業
費

（
観
光
復
興
交
付
金
）     

１
２
９
７
万
６
千
円

　

秋
田
市
、
男
鹿
市
、
大
仙
市
と
連
携
し
て

2
次
ア
ク
セ
ス
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
市
内

観
光
地
を
結
ぶ
2
次
ア
ク
セ
ス
網
を
整
備
す

る
た
め
の
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

桜
ま
ち
づ
く
り
事
業
費

３
９
９
万
７
千
円

　

角
館
町
落
合
地
区
・
古
城
山
お
よ
び
田
沢

湖
下
高
野
地
区
な
ど
の
桜
の
維
持
管
理
を
行

い
、桜
を
活
か
し
た
地
域
振
興
を
図
り
ま
す
。

農
地
集
積
加
速
化
基
盤
整
備
事
業
費

１
億
７
３
０
０
万
４
千
円

　

秋
田
県
が
行
う
西
木
町
潟
野
十
二
峠
地

区
・
田
沢
湖
生
保
内
南
地
区
・
田
沢
湖
神
代

地
区
の
農
地
集
積
加
速
化
基
盤
整
備
事
業
お

よ
び
角
館
中
川
地
区
県
単
調
査
費
に
対
し
て

負
担
し
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
ほ
場
整
備
事
業
費

１
１
３
１
万
６
千
円

　

秋
田
県
が
行
う
西
木
町
八
津
鎌
足
地
区
の

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
ほ
場
整
備
事
業
に

対
し
て
負
担
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
区
画
整
理
事
業
費
補
助
金

５
０
０
万
円

　

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
ほ
場
整
備
事
業

対
象
外
の
ほ
場
で
畦
畔
除
去
に
よ
る
区
画
拡

大
を
図
る
取
り
組
み
へ
補
助
し
ま
す
。

２
創
造
性
あ
る

観
光
商
工
業
振
興
関
連
事
業

中
小
企
業
活
性
化
支
援
事
業
費
補
助
金

９
０
０
万
円

　

市
内
中
小
企
業
の
起
業
、
新
分
野
進
出
、

事
業
拡
張
に
係
る
施
設
整
備
、
機
械
購
入
費

に
対
し
助
成
し
ま
す
。

国
際
観
光
宣
伝
・
誘
客
事
業
費

８
６
８
万
７
千
円

　

市
内
観
光
団
体
と
連
携
し
、
海
外
誘
客
事

業
を
行
う
と
と
も
に
、
外
国
語
版
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
な
ど
受
入
態
勢
の
強
化

ふ
る
さ
と
を

元
気
に
す
る
取
り
組
み

平
成
31
年
度
　
主
要
事
業

歴
史
的
な
変
化
が
起
こ
る
年
に

　

今
年
は
、
新
天
皇
陛
下
が
ご
即
位
さ
れ
、

元
号
も
改
ま
り
ま
す
。
歴
史
的
な
変
化
を

き
っ
か
け
に
新
し
い
何
か
を
始
め
る
動
き

や
、
こ
れ
ま
で
の
仕
組
み
や
カ
タ
チ
を
刷

新
す
る
ム
ー
ド
が
、
全
国
的
に
高
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
仙
北
市
も
こ
れ
ま

で
出
せ
な
か
っ
た
課
題
の
解
決
策
、
そ
し

て
具
体
の
取
り
組
み
に
着
手
す
る
１
年
度

で
す
。
こ
の
新
し
い
時
代
を
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
全
員
で
人
口
減
少
対
策
を

　

現
在
の
仙
北
市
の
人
口
は
約
２
万
６
千

人
で
す
。
合
併
当
時
か
ら
比
べ
て
６
千
人

以
上
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
何
と
か
歯
止

め
を
か
け
た
い
、
減
少
ス
ピ
ー
ド
を
鈍
化

さ
せ
た
い
と
考
え
、
平
成
28
年
に
仙
北
市

総
合
戦
略
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
計
画
の
最
終
年
度
で
す

が
、
課
題
と
し
た
仕
事
づ
く
り
や
少
子
化

対
策
で
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
ま
で
に

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

ま
り
、
今
年
度
と
来
年
度
で
角
館
庁
舎
の

移
転
新
築
、
各
庁
舎
の
耐
震
補
強
な
ど
が

続
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
支
え

る
小
・
中
学
校
施
設
の
補
修
、
総
合
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
水
道
未
普
及
地
解

消
事
業
も
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
、
災
害
対
策
や
道
路
・
ほ
場
整
備

事
業
も
計
上
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
福

祉
医
療
費
、
子
育
て
の
各
種
事
業
、
住
宅

対
策
、
公
共
交
通
の
確
保
、
健
康
増
進
事

業
な
ど
は
維
持
（
一
部
拡
大
）
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
病
院
事
業
や
広
域
組
合
な

ど
他
会
計
へ
の
操
出
金
・
負
担
金
の
増
加

も
あ
っ
て
、
一
般
会
計
予
算
は
過
去
最
高

額
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
規
模

は
仙
北
市
に
と
っ
て
は
過
大
で
す
。
す
で

に
、
歳
出
面
で
は
公
共
事
業
の
平
準
化
、

市
有
財
産
の
整
理
、
事
務
事
業
の
見
直
し

な
ど
改
善
作
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
不
可
欠

で
す
。
ま
た
、
歳
入
面
で
は
市
税
が
納
め

や
す
い
環
境
の
整
備
、
何
よ
り
所
得
の
確

保
に
向
け
た
対
策
を
再
強
化
し
ま
し
た
。

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
定
住
を
決
心
す

る
大
切
な
要
素
に
、「
働
く
場
所
・
自
分

の
役
割
」
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
市
民
の
皆
さ
ん
や
民
間
企
業
の
皆
さ

ん
と
、
結
果
が
出
せ
る
よ
う
総
力
戦
で
取

り
組
む
１
年
度
と
し
ま
す
。
一
方
で
、
農

業
も
福
祉
も
商
業
も
工
業
も
サ
ー
ビ
ス
業

も
、
人
手
不
足
が
深
刻
な
現
状
で
す
。
こ

の
両
者
を
結
ん
で
就
業
機
会
の
拡
大
を
図

る
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
様
々

な
分
野
で
若
い
皆
さ
ん
の
起
業
熱
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
を
し
っ

か
り
応
援
し
ま
す
。
小
さ
な
取
り
組
み
の

積
み
重
ね
が
、
最
も
有
効
な
人
口
減
少
対

策
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

議
論
の
結
果
を
反
映
し
た

予
算
づ
く
り
に

　

市
の
台
所
事
情
は
と
て
も
苦
し
く
、
こ

の
状
況
は
今
後
数
年
間
続
く
こ
と
を
予
想

し
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
合
併
以
来
、

長
く
議
論
し
て
き
た
庁
舎
の
在
り
方
が
決

ま
ち
の
魅
力
と
強
み
を
利
用
し
て

　

仙
北
市
は
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま

を
国
内
外
か
ら
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
で

も
、
観
光
産
業
は
総
合
産
業
と
い
わ
れ
て
久

し
い
の
に
、
一
部
の
皆
さ
ん
の
生
業
に
し
か

な
っ
て
い
な
い
現
実
、
県
内
随
一
と
い
わ
れ

る
入
り
込
み
客
数
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
地

域
の
経
済
循
環
を
ど
れ
だ
け
産
み
出
し
て
い

る
か
、
様
々
な
統
計
数
値
の
よ
う
な
実
感
は

あ
り
ま
せ
ん
。
市
は
国
家
戦
略
特
区
指
定
に

続
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
選
定
、
国

と
の
共
同
事
務
局
の
開
設
な
ど
、
追
い
風
と

な
る
要
因
は
実
に
多
数
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
そ
ん
な
魅
力
や
強
み
を
も
っ
と

も
っ
と
活
用
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
で
き
る
こ
と
で
、
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
の

仙
北
市
を
、
楽
し
い
ま
ち
に
、
元
気
な
ま
ち

に
、
幸
せ
な
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
一
緒
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
。

　
　
　

平
成
31
年
４
月
１
日

仙
北
市
長　

門
脇　

光
浩

平
成
31
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
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庁
舎
耐
震
化
事
業
費

　

２
億
３
０
３
１
万
３
千
円

　

防
災
拠
点
と
な
っ
て
い
る
田
沢
湖
庁
舎
の

耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
機
能

不
良
と
な
っ
て
い
る
屋
上
防
水
お
よ
び
外
壁

改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
費

３
６
２
万
３
千
円

　

田
沢
湖
第
2
庁
舎
、
田
沢
湖
総
合
開
発
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
田
沢
湖
保
健
セ
ン
タ
ー
の
改

修
な
ど
に
係
る
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費

11
億
８
１
８
４
万
３
千
円

　

高
い
衛
生
水
準
を
備
え
、
安
心
・
安
全
な

給
食
を
提
供
す
る
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
ま
す
。
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５
個
性
豊
か
な
教
育
推
進
関
連
事
業

ド
ロ
ー
ン
学
習
研
究
事
業
費

    

２
２
４
万
７
千
円

　

小
学
校
で
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
ロ
ボ
ッ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
の
実
践
研
究
を
推
進

す
る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
教
材
を
配
備
し

ま
す
。

国
際
交
流
事
業
費　
　

 　
　

    

２
２
６
万
円

　

角
館
中
学
校
と
恵
文
高
級
中
学
（
台
湾
）、

生
保
内
中
学
校
と
北
投
国
民
中
学
（
台
湾
）

の
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。

６
ふ
る
さ
と
を
元
気
に
す
る

定
住
関
連
事
業

定
住
対
策
推
進
事
業
費  

１
８
３
万
８
千
円

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の
利
用
促
進
、
移
住

フ
ェ
ア
へ
の
参
加
、
移
住
者
向
け
情
報
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
お
よ
び
定
住
促
進
奨
励
金

な
ど
に
よ
り
移
住
定
住
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

定
住
対
策
新
婚
世
帯
家
賃
助
成
事
業
費
補
助
金

１
０
８
６
万
８
千
円

　

定
住
対
策
の
一
環
と
し
て
、
市
内
に
居
住

す
る
新
婚
世
帯
が
負
担
す
る
ア
パ
ー
ト
な
ど

の
家
賃
に
助
成
し
ま
す
。

３
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

関
連
事
業

地
域
振
興
事
業
費   　
　
　
　

  

９
０
０
万
円

　

各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
域
住
民

の
要
望
や
災
害
の
発
生
な
ど
に
よ
り
緊
急
に

対
応
す
べ
き
事
案
に
迅
速
に
対
処
し
ま
す
。

再
災
害
防
止
対
策
事
業
費

１
９
０
０
万
円

　

複
数
回
災
害
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
に
つ

い
て
、
徹
底
し
て
対
策
強
化
を
図
る
こ
と
で

４
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
る

福
祉
・
子
育
て
関
連
事
業

福
祉
医
療
費    　

 

２
億
２
２
１
１
万
２
千
円

　

仙
北
市
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児
、
小
・

中
学
生
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
な
ど
の
医

療
費
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

誕
生
祝
支
給
事
業
費　

     

３
０
０
万
９
千
円

　

新
生
児
の
誕
生
を
祝
う
た
め
、
祝
い
金
を

支
給
し
ま
す
。

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ

く
り
事
業
費(

地
方
創
生
推
進
交
付
金)

２
１
１
９
万
９
千
円

　

市
内
に
あ
る
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
図
る
と
と
も
に
、
訪
日
観
光
客
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
環
境
お
よ
び
体
制
整
備
、
海

外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
外
国
人
材
を
採

用
し
た
観
光
情
報
な
ど
の
発
信
を
行
い
ま

す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
で
き
る
生
活
環
境
に

向
け
た
整
備
を
行
い
ま
す
。

仙
北
市
自
主
防
災
組
織
が
実
施
す
る
災
害
復

旧
事
業
費
補
助
金　
　
　
　
　

    　

 

50
万
円

　

災
害
に
よ
り
日
常
生
活
で
利
用
す
る
資
産

が
被
災
し
た
際
に
、
他
の
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
地
域
で
協
力
し
て

復
旧
に
取
り
組
む
事
業
へ
補
助
し
ま
す
。

新
\ NEW /

庁
舎
整
備
事
業
費               

11
億
33
万
９
千
円

　

市
民
協
働
を
活
性
化
さ
せ
、
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
と
な
る
新
角
館
庁
舎
を
建
設
し

ま
す
。
平
成
32
年
９
月
の
開
庁
を
目
指
し

ま
す
。

７
新
た
な
創
造
特
区
関
連
事
業

地
方
創
生
推
進
事
業
費

85
万
５
千
円

　

地
方
創
生
特
区
を
活
用
し
た
産
業
振
興

な
ど
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン

飛
行
エ
リ
ア
の
管
理
お
よ
び
地
方
版
Ｉ
ｏ

Ｔ
推
進
ラ
ボ
（
経
産
省
認
定
）
な
ど
へ
の

参
加
に
よ
り
地
方
創
生
推
進
を
図
り
ま
す
。

人
と
事
業
が
集
ま
り
育
つ
未
来
創
生
事
業
費

（
地
方
創
生
推
進
交
付
金
）

３
７
４
万
７
千
円

　

近
未
来
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
産
業
づ

く
り
支
援
協
議
会
を
運
営
し
、
近
未
来
技
術

の
普
及
に
関
わ
る
企
業
と
の
連
携
、
実
証
実

験
の
公
募
並
び
に
起
業
に
向
け
た
研
修
会
な

ど
を
行
い
ま
す
。

８
そ
の
他
事
業

温
泉
×
健
康
に
よ
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
推
進
事
業

費
（
地
方
創
生
推
進
交
付
金
）

７
３
６
万
円

　

疲
労
ス
ト
レ
ス
測
定
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
温

泉
入
浴
効
果
の
デ
ー
タ
蓄
積
や
分
析
を
行
う

と
と
も
に
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
外
国

語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
海
外
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
す
。

農
業
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
水
素
利
用
に
よ
る
産
業
創
造

事
業
費
（
地
方
創
生
推
進
交
付
金
）

２
２
２
９
万
１
千
円

　

農
業
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
促
進
の
た
め
、
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
農
産
物
の
生
育
調
査
や
運
搬
実
証
、

ほ
場
の
水
位
・
温
度
管
理
の
ほ
か
、
玉
川
温

泉
水
を
活
用
し
た
水
素
生
成
に
関
す
る
調
査

研
究
を
行
い
ま
す
。

次
世
代
定
住
支
援
事
業
費
補
助
金

１
６
６
０
万
円

　

定
住
促
進
の
た
め
、市
内
に
住
宅
を
新
築
・

購
入
す
る
45
歳
以
下
の
夫
婦
ま
た
は
子
育
て

世
帯
の
住
宅
取
得
費
に
助
成
し
ま
す
。

移
住
支
援
事
業
費
補
助
金
（
地
方
創
生
推
進

交
付
金
）　　
　
　
　
　
　
　

   

３
０
０
万
円

　

東
京
圏
か
ら
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
産

業
人
材
の
確
保
お
よ
び
移
住
促
進
の
た
め
、

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
対
象
法
人
へ
の
就
業
者
や

地
域
の
課
題
解
決
に
資
す
る
社
会
的
事
業
の

起
業
者
に
対
し
て
、
移
住
支
援
金
を
支
給
し

ま
す
。

Ｓ－１　施設名サイン ■Ｓ＝1/30　■数量＝1カ所

Ｓ－13　卓上サインＳ－10　天井吊型サイン ■Ｓ＝1/30　■数量＝1カ所 Ｓ－12　天井吊型サイン ■Ｓ＝1/30　■数量＝1カ所

Ｓ－2　施設名サイン ■Ｓ＝1/30　■数量＝1カ所 Ｓ－4　誘導サイン ■Ｓ＝1/30　■数量＝3カ所

Ｓ－5　エリアサイン ■Ｓ＝1/30　■数量＝3カ所Ｓ－3　外部掲示板 ■Ｓ＝1/30　■数量＝1カ所

本体：　ＳＴ100*2.3フレーム防錆処理　ＳＵＳ　Ｔ-1.5曲げ加工
　　　 ウレタン塗装仕上／下部木部木調樹脂加工
表示：　レーザー抜き加工の上アクリル乳半裏アテ　
　　　 ＬＥＤ12Ｖ内照式（1次配線別途工事）

本体：　ＳＴ30 *2.3フレーム防錆処理　ＳＵＳ　Ｔ-1.5曲げ加工
　　　 ウレタン塗装仕上　
表示：　アクリル乳半Ｔ-3.0　4方スチールＦＢＴ-1.5裏アテ　
　　　 塩ビシート切り文字／木部樺細工加工
　　　 ＬＥＤ12Ｖ内照式（1次配線別途工事）

基礎（サイン工事）：
　　 　配筋Ｄ10＠100　本体柱脚部ベースＰＬＴ＝12

本体：　ＳＴ100*2.3フレーム防錆処理　ＳＵＳ　Ｔ-1.5曲げ加工
　　　 ウレタン塗装仕上／下部木部木調樹脂加工
表示：　レーザー抜き加工の上アクリル乳半裏アテ　
　　　 ＬＥＤ12Ｖ内照式（1次配線別途工事）
基礎（サイン工事）：
　　 　配筋Ｄ10＠100
       　本体柱脚部ベースＰＬＴ＝12

本体：　ＳＴ50*2.3フレーム防錆処理　ＳＵＳ　Ｔ-1.5曲げ加工
　　　 ウレタン塗装仕上／下部木部木調樹脂加工

基礎（サイン工事）：配筋Ｄ10＠100
       　

本体：　ＳＴ100*2.3フレーム防錆処理　ＳＵＳ　Ｔ-1.5曲げ加工
　　　 ウレタン塗装仕上／下部木部木調樹脂加工
表示：　塩ビシート切文字／強化ガラスＴ＝5
　　　 シリンダー錠付
　　　 内部掲示クロス貼

表示：　塩ビシート切文字

本体：　ＳＴ50*2.3フレーム防錆処理　ＳＵＳ　Ｔ-1.5曲げ加工
　　　 ウレタン塗装仕上／下部木部木調樹脂加工

基礎（サイン工事）：配筋Ｄ10＠100
       　

表示：　塩ビシート切文字

基礎（サイン工事）：
　　 　配筋Ｄ10＠100
       　本体柱脚部
　　　 ベースＰＬＴ＝12

本体：　アクリルＴ-5.0　溶剤系印刷シート貼 ／木部樺細工加工　上部金物／アルミ30*30*1.0塗装仕上げ
表示：　塩ビシート切文字

本体：　アクリルＴ-5.0　溶剤系印刷シート貼
　　　 下部部金物／アルミ30*30*1.0塗装仕上げ
表示：　塩ビシート切文字
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Ｓ－１　施設名サイン ■Ｓ＝1/30　■数量＝1カ所 Ｓ－2　施設名サイン ■Ｓ＝1/30　■数量＝1カ所 Ｓ－4　誘導サイン

Ｓ－5　エリアサインＳ－3　外部掲示板 ■Ｓ＝1/30　■数量＝1カ所

本体：　ＳＴ100*2.3フレーム防錆処理　ＳＵＳ　Ｔ-1.5曲げ加工
　　　 ウレタン塗装仕上／下部木部木調樹脂加工
表示：　レーザー抜き加工の上アクリル乳半裏アテ　
　　　 ＬＥＤ12Ｖ内照式（1次配線別途工事）
基礎（サイン工事）：
　　 　配筋Ｄ10＠100　本体柱脚部ベースＰＬＴ＝12

本体：　ＳＴ100*2.3フレーム防錆処理　ＳＵＳ　Ｔ-1.5曲げ加工
　　　 ウレタン塗装仕上／下部木部木調樹脂加工
表示：　レーザー抜き加工の上アクリル乳半裏アテ　
　　　 ＬＥＤ12Ｖ内照式（1次配線別途工事）
基礎（サイン工事）：
　　 　配筋Ｄ10＠100
       　本体柱脚部ベースＰＬＴ＝12

本体：　ＳＴ50*2.3フレーム防錆処理　ＳＵＳ　Ｔ-1.5曲げ加工
　　　 ウレタン塗装仕上／下部木部木調樹脂加工

基礎（サイン工事）：配筋Ｄ10＠100
       　

本体：　ＳＴ100*2.3フレーム防錆処理　ＳＵＳ　Ｔ-1.5曲げ加工
　　　 ウレタン塗装仕上／下部木部木調樹脂加工
表示：　塩ビシート切文字／強化ガラスＴ＝5
　　　 シリンダー錠付

表示：　塩ビシート切文字

本体：　ＳＴ50*2.3フレーム防錆処理　ＳＵＳ　Ｔ-1.5曲げ加工
　　　 ウレタン塗装仕上／下部木部木調樹脂加工

基礎（サイン工事）：配筋Ｄ10＠100
       　

表示：　塩ビシート切文字
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持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
推
進

事
業
費

２
５
５
万
３
千
円

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
浸
透
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
計
画
に
掲
げ
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
の
向
上
」
を
図
る
た
め
、
市
民
向
け
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

す
こ
や
か
子
育
て
保
育
料
助
成
事
業
費

２
５
２
９
万
４
千
円

　

私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
、
認
可
保
育
所
、

幼
稚
園
、
認
可
外
保
育
所
、
地
域
型
保
育
事

業
の
利
用
者
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

新
\ NEW /

新
\ NEW /

小
学
校
外
国
語
活
動
支
援
員
派
遣
事
業
費

２
４
５
万
８
千
円

　

平
成
32
年
度
か
ら
小
学
校
英
語
の
教
科
化

が
全
面
実
施
に
な
る
こ
と
に
向
け
て
、
外
国

語
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
支
援
員
を
配
置

し
ま
す
。

新
\ NEW /

新
\ NEW /

新
\ NEW /

新
\ NEW /

新
\ NEW /

主要事業 ふるさとを元気にする取り組み平成 31 年度

2019-4-1
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会計名 平成 31 年度予算額 平成 30 年度予算額 比較
伸び率
（％）

一般会計 211 億 1,600 万円 197 億 8,300 万円 13 億 3,300 万円 6.7

集中管理特別会計 34 億 540 万 2 千円 35 億 5,901 万 9 千円 △ 1 億 5,361 万 7 千円 △ 4.3

下水道事業特別会計 7 億 771 万 7 千円 7 億 5,874 万 4 千円 △ 5,102 万 7 千円 △ 6.7

集落排水事業特別会計 7 億 4,798 万 6 千円 3 億 8,509 万 2 千円 3 億 6,289 万 4 千円 94.2

浄化槽事業特別会計 1 億 11 万 1 千円 1 億 151 万 1 千円 △ 140 万円 △ 1.4

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

29 億 5,162 万 1 千円 30 億 5,956 万 1 千円 △ 1 億 794 万円 △ 3.5

国民健康保険特別会計
（田沢診療施設勘定）

944 万 6 千円 2,311 万 2 千円 △ 1,366 万 6 千円 △ 59.1

国民健康保険特別会計
（神代診療施設勘定）

9,108 万 4 千円 9,026 万 7 千円 81 万 7 千円 0.9

後期高齢者医療特別会計 3 億 923 万 5 千円 3 億 915 万 5 千円 8 万円 0.0

介護保険特別会計 4 億 5,598 万 5 千円 4 億 4,465 万 5 千円 1,133 万円 2.5

生保内財産区特別会計 7,559 万 1 千円 6,700 万円 859 万 1 千円 12.8

田沢財産区特別会計 4,714 万 1 千円 3,512 万 3 千円 1,201 万 8 千円 34.2

雲沢財産区特別会計 376 万 2 千円 341 万 1 千円 35 万 1 千円 10.3

病院事業会計 55 億 5,480 万 1 千円 59 億 123 万 6 千円 △ 3 億 4,643 万 5 千円 △ 5.9

温泉事業会計 9,014 万 6 千円 7,187 万 2 千円 1,827 万 4 千円 25.4

水道事業会計 11 億 7,228 万 4 千円 10 億 5,766 万 9 千円 1 億 1,461 万 5 千円 10.8

合計 368 億 3,831 万 2 千円 356 億 5,042 万 7 千円 11 億 8,788 万 5 千円 3.3

会計別予算総括表

歳入

歳出（性質別）

　

平
成
31
年
度
当
初
予
算
に

つ
い
て
は
、国
の
「
新
経
済
・

財
政
再
生
計
画
」
に
も
と
づ

く
本
格
的
な
歳
出
改
革
へ
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
方
針

を
受
け
、
全
て
の
事
業
を
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
と
と
も

に
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

る
一
方
で
、
計
画
の
最
終
年

度
と
な
る
「
仙
北
市
総
合
戦

略
」
お
よ
び
「
第
２
次
仙
北

市
総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
目

標
達
成
に
向
け
、
真
に
必
要

な
施
策
・
事
業
に
重
点
を
置

い
た
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
で
は
、
前
年
度
比

13
億
３
３
０
０
万
円
の
増
と

な
る
２
１
１
億
１
６
０
０
万

円
の
予
算
規
模
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

義
務
的
経
費
は
、
人
件
費
が
職

員
数
の
減
に
よ
り
５
７
９
０
万

円
減
の
29
億
３
６
９
２
万
7
千

円
、
公
債
費
が
２
４
６
９
万
6
千

円
増
の
21
億
６
６
６
０
万
1
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
の
う
ち

普
通
建
設
事
業
費
で
は
、
庁
舎

整
備
事
業
費
、
総
合
給
食
セ
ン

　

市
税
は
、
家
屋
・
償
却
資
産

の
増
加
に
よ
る
固
定
資
産
税
の

増
、
個
人
住
民
税
所
得
割
分
の

増
お
よ
び
収
納
対
策
の
強
化

に
よ
る
収
納
率
の
向
上
に
よ

り
、
６
９
７
９
万
６
千
円
増
の

26
億
２
２
６
０
万
８
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税

は
合
併
算
定
替
の
段
階
的
な
縮

減
に
よ
り
６
０
０
０
万
円
減
の

85
億
８
０
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
債
は
、
総
合
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
債
、
庁
舎

整
備
事
業
債
な
ど
の
増
に
よ

平成 31 年度   市の予算総額
368億 3,831 万 2 千円 （前年度比  3.3% 増）

一般会計 211 億 1,600 万円

89 億 508 万 1 千円

68 億 1,723 万 1 千円
一
般
会
計
予
算
の
状
況

（
歳
入
）

依存財源自主財源

市税
26 億
2,260万 8 千円

（12.4％）

人件費
29億
3,692 万7千円

（13.9％）

その他
46億9,565万 9千円

（22.2％）

扶助費
22億
1,661万6千円

（10.5％）

公債費
21億
6,660万1千円

（10.3％）

繰出金
21億
5,149万4千円

（10.2％）

地方交付税
85 億 8,000 万円

（40.6％）

使用料及び手数料
2 億 6,502 万 7 千円

（1.3％）

繰入金
10 億 8,029 万 9 千円

（5.1％）

諸収入
7 億 4,149 万 5 千円

（3.5％）
その他
2 億 7,901 万円（1.4％）

譲与税・交付金
8 億 200 万円（3.6％）

物件費・維持補修費
29 億 3,844 万円

（13.9％）

国庫支出金
18 億 613 万 9 千円

（8.6％）

県支出金
10 億 8,762 万 2 千円

（5.2％）

市債
38 億 5,180 万円

（18.3％）

特別会計

企業会計

一般会計歳入・歳出内訳

一
般
会
計
予
算
の
状
況

（
歳
出
）

一般会計当初予算　性質別歳出内訳

区分 平成 31 年度予算額
前年比較

増減率（％）
人件費 29 億 3,692 万 7 千円 △ 1.9

物件費 28 億 2,840 万 9 千円 △ 19.4

維持補修費 1 億 1,003 万 1 千円 △ 74.7

扶助費 22 億 1,661 万 6 千円 △ 1.9

補助費等 36 億 394 万円 35.2

普通建設事業費 40 億 1,026 万 3 千円 51.3

災害復旧事業費 3 千円 0.0

公債費 21 億 6,660 万 1 千円 1.2

積立金 3 億 8,271 万 5 千円 35.2

投資及び出資金 2 億 8,000 万 1 千円 10.5

貸付金 3 億 9,900 万円 △ 0.3

繰出金 21 億 5,149 万 4 千円 △ 0.5

予備費 3,000 万円 0.0

合計 211 億 1,600 万円 6.7

予算仙北市の平成 31 年度

タ
ー
建
設
事
業
費
な
ど
の
増
に

よ
り
13
億
６
０
４
７
万
7
千
円

増
の
40
億
１
０
２
６
万
3
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
物
件

費
が
廃
棄
物
処
理
施
設
運
営
権

能
の
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏

組
合
へ
の
移
管
に
伴
う
塵
芥

処
理
費
、
し
尿
処
理
場
管
理
運

営
費
、
ご
み
処
理
場
管
理
運

営
費
の
需
用
費
の
減
お
よ
び
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
費

に
係
る
需
用
費
の
減
な
ど
に

よ
り
6
億
８
０
３
２
万
円
減
の

28
億
２
８
４
０
万
9
千
円
、
補

助
費
が
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村

圏
組
合
の
廃
棄
物
処
理
費
負
担

金
お
よ
び
消
防
費
負
担
金
の
増

な
ど
に
よ
り
9
億
３
７
５
９
万

円
増
の
36
億
３
９
４
万
円
、
維

持
補
修
費
が
前
年
度
ま
で
当

初
予
算
計
上
と
し
て
い
た
冬

期
交
通
対
策
費
（
除
排
雪

経
費
）
の
減
な
ど
に
よ
り

３
億
２
４
６
５
万
５
千
円
減
の

１
億
１
０
０
３
万
１
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

り
16
億
９
５
０
０
万
円
増
の

38
億
５
１
８
０
万
円
、
う
ち
臨

時
財
政
対
策
債
は
９
０
０
０
万

円
減
の
３
億
８
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

予
算

仙
北
市
の

普通建設事業費
40億1,026万3千円

（19.0％）

平
成
31
年
度

2019-4-1
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３
月
13
日
・
14
日
の
両
日
「
第
７
回

田
沢
湖
公
民
館
ま
つ
り
」
が
田
沢
湖
総

合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

13
日
か
ら
は
、
公
民
館
講
座
や
市
民

生
活
講
座
、
各
種
団
体
に
よ
る
編
み
物

や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ア
ー
ト
盆
栽
な
ど

多
数
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

14
日
は
、
市
民
生
活
講
座
の
活
動
紹
介

や
特
設
講
座
が
行
わ
れ
、
田
沢
湖
芸
術

文
化
協
会
写
真
部
部
長
に
よ
る
『
四
季

の
移
ろ
い
』
を
撮
影
し
た
フ
ォ
ト
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
や
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
公

認
指
導
者
に
よ
る
３
Ｂ
体
操
教
室
、
市

内
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・

大
木
彩
乃
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
多
彩
な
催
し
に
、
訪
れ
た
多
く
の
来

場
者
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第７回　 田沢湖公民館まつり

「
雪
が
と
け
た
ら
」
と
題
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
。

大
木
彩
乃
さ
ん
の
透
き
通
る
歌
声
が
来
場
者
を

魅
了
し
ま
し
た
。

手
作
り
か
ご
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
成
果
発
表

　3 月 14 日、角館こども園父母の会が小若曳山を保管する倉庫を市に寄贈しました。
　角館こども園では、角館のお祭りで毎年 9 月 8 日に年長・年中の園児が小若曳山をひいて神明社へ参拝しています。
これは父母の会の事業として、こども園の先生方と一緒に 30 年以上続けているもので、園児たちが郷土のお祭りにふれ、
歴史や伝統を感じる機会となっています。これまで曳山は角館児童館の玄関内脇に保管されていましたが、運搬が大変
だったこともあり、約 10 年前から倉庫の必要性を感じて、父母の会が建築費用を積み立ててきました。
　父母の会の田口真道会長は「長年の先輩たちの思いが形となりうれしい。役員や会員の皆さんの協力があって、今年
度建築することができた。園児たちに曳山をもっと身近に感じてもらえたら」と話しました。

角
館
こ
ど
も
園
父
母
の
会

左
か
ら
、
角
館
こ
ど
も
園
父
母
の
会
の
叶
孔
河
副

会
長
、
田
口
真
道
会
長
、
門
脇
市
長
。

角
館
こ
ど
も
園
の
正
面
玄
関
の
近
く
に
建
築
さ
れ

た
曳
山
倉
庫
。
曳
山
の
ほ
か
こ
ど
も
園
で
使
用
す

る
物
品
も
保
管
し
て
い
ま
す
。

フォトスライドショー。田沢湖芸術文化協会写真部部長の難波和夫さんが
撮影秘話や写真を解説しました。

3 Ｂ体操教室。健康づくりで心も体もイキイキ！

編
み
ぐ
る
み
。

ア
ー
ト
盆
栽
。

　

３
月
７
日
、
心
の
居
場
所
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
が
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー

代
表
で
医
師
の
岩
室
紳
也
先
生
が
人
と
人
と

の
関
係
性
、
つ
な
が
り
に
つ
い
て
講
演
を
行

い
「
人
は
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
そ
こ
が
心
の
居
場
所
に
な
る
。

支
え
ら
れ
て
い
る
と
き
も
支
え
て
い
る
と
き

も
そ
れ
が
居
場
所
。
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い

を
支
え
な
が
ら
生
き
て
い
こ
う
」と
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
、
関
係
性
づ
く
り
の
大
切
さ
に
つ
い

て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

岩室紳也先生のお話に、参加者は真剣に耳を傾けていました。

心
の
居
場
所
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

安
心
で
き
る
心
の
居
場
所
・
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

　

３
月
６
日
、
仙
北
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

「
角
館
駅
前
蔵
」
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社

（
菊
地
正
支
社
長
）
よ
り
、
角
館
の
お
祭
り

保
存
会
（
今
野
則
夫
会
長
）
に
、
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
昨
年
10
月
６
日
に
Ｊ
Ｒ

角
館
駅
前
で
開
催
さ
れ
た
「
角
館
エ
キ
ま
つ

り
２
０
１
８
」
へ
の
協
力
支
援
に
対
す
る
も

の
で
、
特
に
観
光
や
ま
ぶ
っ
つ
け
の
披
露
や

地
元
の
方
に
よ
る
秋
田
の
伝
統
文
化
の
魅
力

発
信
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

角
館
の
お
祭
り
保
存
会
の
今
野
則
夫
会
長

は
「
今
後
も
伝
統
を
守
り
続
け
、
魅
力
を
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ＪＲ東日本秋田支社の田口営業部長（右）から角館のお祭り保存会
の今野会長（左）に感謝状が贈られました。

角
館
の
お
祭
り
保
存
会
に

温泉活用へ向け包括連携協定

　

３
月
13
日
、
仙
北
市
が
入
浴
剤
を
製
造
販

売
す
る
㈱
バ
ス
ク
リ
ン
（
東
京
都
千
代
田
区
）

と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
域
社
会
の
発
展
と
健
康

寿
命
の
延
伸
を
目
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
、
温
泉
・
入
浴
効
果
の
研
究
、

地
域
活
性
化
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

　

㈱
バ
ス
ク
リ
ン
は
、
平
成
12
年
に
乳
頭
温

泉
組
合
と
の
共
同
企
画
に
よ
っ
て
入
浴
剤『
日

本
の
名
湯　

乳
頭
』
を
販
売
。
平
成
25
年
に

は
古
賀
和
則
代
表
取
締
役
社
長
が
仙
北
市
の

観
光
大
使
第
１
号
に
任
命
さ
れ
た
縁
も
あ
り
、

今
回
の
包
括
連
携
協
定
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
仙
北
市
が
実
施
す
る
運
動
教
室

な
ど
に
㈱
バ
ス
ク
リ
ン
の
講
師
が
ア
ド
バ
イ

仙北市×株式会社バスクリン

協定締結後、がっちり握手する古賀代表取締役社長（右）と門脇市長（左）。

ス
し
た
り
、
温
泉
入
浴
や
医
療
を
観
光
に
取

り
入
れ
た
市
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

協
力
し
た
り
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

田
沢
湖
庁
舎
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に
は
、

古
賀
代
表
取
締
役
社
長
と
門
脇
市
長
、
乳
頭

温
泉
組
合
の
竹
内
貴
祐
組
合
長
な
ど
が
出
席

し
ま
し
た
。
門
脇
市
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
つ

な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
て
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

古
賀
社
長
は
「
長
年
に
わ
た
る
蓄
積
し
た
知

見
や
デ
ー
タ
を
活
か
し
、
仙
北
市
民
の
健
康

増
進
、
地
域
活
性
化
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社
が
感
謝
状

小
若
曳
山
倉
庫
を
市
に
寄
贈
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3
月
15
日
、
浅
利
ミ
ツ

さ
ん
（
西
木
町
桧
木
内
）

が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
『
有
料
老
人
ホ
ー

ム
ふ
れ
あ
い
の
家
』
で
お

祝
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
家
族
の
皆
さ

ん
が
集
ま
り
、
仙
北
市
か

ら
お
祝
い
と
花
束
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

百

お
め
で
と
う

前列中央がミツさん。

寿

　

２
月
23
日
、

眞
﨑
ツ
ヤ
さ
ん

（
田
沢
湖
卒
田
）

が
１
０
０
歳
の

誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
『
植
え
る

花
夢
ド
ン
パ
ン
』

（
大
仙
市
）
で
お

祝
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
家

族
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
、
仙
北

市
か
ら
お
祝
い

と
花
束
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
、
田
口
タ
マ
さ
ん
（
角

館
町
山
谷
川
崎
）
が
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
『
か
く
の
だ
て
桜

苑
』
で
お
祝
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
家
族
の
皆
さ
ん
が
集
ま

り
、
仙
北
市
か
ら
お
祝
い
と
花
束
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ご
ざ
い
ま
す

前
列
中
央
が
ツ
ヤ
さ
ん
。

左から 3 番目がタマさん。

　

３
月
14
日
、
秋
田
県
庁
第

２
庁
舎
で
「
平
成
30
年
度
消

防
功
労
者
表
彰
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
日
々
、
消

防
団
と
し
て
市
民
の
生
命
・

財
産
を
守
り
、
地
道
な
努
力

と
研
鑽
を
積
ん
で
き
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
、次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

▼
永
年
勤
続
功
労
章

第
３
分
団
（
田
沢
湖
地
区
）

分
団
長 

／ 

油
谷
重
和

第
５
分
団
（
西
木
地
区
）

分
団
長 

／ 

赤
坂
透

第
７
分
団
（
角
館
地
区
）

分
団
長 

／ 

新
山
仁

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
功
績
章　

消
防
団
長 

／  

藤
島
絹
雄

▼
精
績
章　

消
防
団
副
団
長 

／ 

佐
藤
乃
三

消
防
団
副
団
長 

／ 

福
岡
克
巳

※
役
職
は
３
月
14
日
現
在
。

平
成
30
年
度  

消
防
功
労
者
表
彰
式

左
か
ら
、
油
谷
重
和
さ
ん
、
赤
坂
透
さ
ん
、
福
岡
克
巳
さ
ん
、
藤
島
絹
雄
さ

ん
、
佐
藤
乃
三
さ
ん
、
新
山
仁
さ
ん
。

国民年金
からお知らせ

 制度について  … 国民年金は、20歳以上であれば、学生

も加入しなければなりません。しかし、学生の方は一般

的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場

合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例

制度」があります。

　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、

短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校および各

種学校（修業年限１年以上である課程）に在学する学生

などで、ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額

以下であることが条件です。

《所得のめやす》118万円＋（扶養親族などの数×38万円）

 申請の継続について  … 学生納付特例制度により、平成

30年度に保険料納付を猶予されている方で、平成31年

度も引き続き在学予定の方に、3月末に基礎年金番号な

どが印字されたハガキ形式の【国民年金保険料学生納付

特例申請書】を送付しています。

　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要

事項を記入し返送いただくことにより、平成31年度の申

請ができます（この場合、在学証明書または学生証の写

しの添付は不要です）。ただし、在学している学校など

に変更がある方については、このハガキで申請すること

はできませんので、通常の申請書に在学証明書などを添

付して申請することになります。

国民年金保険料
学生納付特例について

▲

仙北市市民生活課国保年金係 ☎43-3316

▲

大曲年金事務所 ☎0187-63-2296

問合せ

　平成31年度（平成31年4月から平成32年3月

分まで）の国民年金保険料額は、月額16,410円

となりました。

　保険料は、日本年金機構から送付される納付

書により、金融機関・郵便局・コンビニエンス

ストアで納めることができます。また、クレジッ

トカードによる納付やインターネットなどを利

用しての納付、そして便利でお得な口座振替も

あります。

　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期

限までに納めていただけない方に対して、電話、

書面、面談により早期に納めていただくよう案内

を行っています。

　未納のまま放置されると、強制徴収の手続き

によって督促を行い、指定された期限までに納付

がない場合は、延滞金が課されるだけではなく、

納付義務のある方（※）の財産を差し押さえるこ

とがありますので、早めの納付をお願いします。 

　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合

は、免除される制度や猶予される制度がありま

すので、市民生活課国保年金係または大曲年金

事務所までご相談するようお願いします。

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する

義務を負う配偶者および世帯主です。

平成31年度
国民年金保険料について

 国民年金保険料が免除される期間 　出産予定日また

は出産日が属する月の前月から 4 か月間（以下、「産

前産後期間」）の国民年金保険料が免除されます。な

お、多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が

属する月の前月の 3 か月前から 6 か月間の国民年金

保険料が免除されます。

 対象となる方 　国民年金第1号被保険者で出産日が

平成31年2月1日以降の方

 申請の方法 　出産予定日の 6 か月前から提出可能で

す。お住まいの市町村窓口へ申請書を提出してくださ

い（年金手帳、出産前の場合は母子健康手帳も持参）。

　次世代の育成支援の観点から、国民年金第１号被

保険者が出産を行った際には、出産前後の一定期間

の国民年金保険料が免除される制度が始まります。

平成31年4月から
国民年金保険料の 産前産後期間の免除が始まります

 よくあるご質問 

Q1…平成31年3月に出産予定ですが、何月分の保険料から産前

産後の保険料免除が適用されますか？

A1…施行日が平成31年4月ですので、4月1日以降に届出を提出

いただき、出産日を基準として産前産後期間が決定されます。

3月に出産した場合は、4月分、5月分の保険料が免除となります。

Q2…産前産後期間の免除は、年金額を計算するときに免除期間

として扱われますか？

A2…産前産後期間として認められた期間は、将来、被保険者の

年金額を計算する際は、保険料を納めた期間として扱われます。

Q3…産前産後期間は付加保険料を納付することができますか？

A3…産前産後期間について保険料は免除されますが、付加保険

料は納付することができます。

Q4…前納していますが、産前産後期間の保険料は還付されますか？

A4…納付されている場合、産前産後期間の保険料は還付されます。
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▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ

仙
北
市
集
落
集
会
所
等
の

建
築
費
補
助
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】
総
務
課

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）１
１
１
１

　
仙
北
市
で
は
、
住
民
が
行
う
集
落
集
会

所
な
ど
の
建
築
も
し
く
は
修
繕
な
ど
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
／
自
治
会
、
町
内
会
、
集

落
会
な
ど

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

（
仙
北
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
）

【
問
合
せ
】
建
設
課 

都
市
計
画
係
（
西
木
庁
舎
） 

☎
（
43
）２
２
９
５

●
申
込
期
間
／
10
月
31
日
㈭
ま
で

●
補
助
対
象
者
・
対
象
住
宅
／

 

▼
仙
北
市
民
（
仙
北
市
に
転
入
予
定
者
含
む
）

で
、
申
請
者
と
同
居
家
族
す
べ
て
に
市
税

や
市
諸
収
入
に
未
納
が
な
い
方

 

▼

市
内
に
建
物
が
あ
っ
て
自
ら
が
居
住
す

る
住
宅

●
対
象
と
な
る
工
事
／
工
事
費
が
50
万
円

以
上
の
市
内
の
住
宅(

住
宅
の
修
繕
、

屋
根
の
葺
き
替
え
、
ト
イ
レ
・
浴
室
・

台
所
改
修
な
ど
。
た
だ
し
、車
庫
、物
置
、

倉
庫
、
事
業
用
の
建
物
、
農
作
業
小
屋

な
ど
は
除
く
）

●
施
工
業
者
／
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

法
人
ま
た
は
個
人
で
あ
る
こ
と(

下
水

道
施
設
な
ど
へ
の
接
続
工
事
を
含
む
）

●
申
請
に
必
要
な
書
類
／
▼

申
請
書

 

▼

見
積
書

 

▼

契
約
書
や
請
書
の
写
し

 

▼

工
事
前
の
全
体
と
工
事
個
所
の
写
真

 

▼

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
写
し

 

▼

申
請
者
と
同
居
者
の
市
税
な
ど
の
完
納

を
証
す
る
書
類
な
ど

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.

city.sem
boku.akita.jp/new

s_topics/w
hatsnew

.
php?id=2304

）
ま
た
は
建
設
課
都
市
計
画
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
を
利
用
し
て
住
宅
改
修
を
行
う
場

合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
秋
田
県
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
と
併

用
が
で
き
ま
す
。

※
補
助
金
の
交
付
申
請
は
、
工
事
に
着
手
す
る

前
に
お
願
い
し
ま
す
。

●助成内容

タイプ

①持ち家型 ②空き家購入型

一般世帯 子育て世帯
仙北市

在住世帯
( 子育て世帯 )

市外からの
移住･ 定住世帯

（一般世帯 )

市外からの
移住･ 定住世帯
（子育て世帯 )

補助率

補助対象
工事費の

5％

限度額10万円
（千円未満切り捨て）

補助対象
工事費の

10％

限度額20万円
（千円未満切り捨て）

補助対象
工事費の

15％

限度額30万円
（千円未満切り捨て）

補助対象
工事費の

15％

限度額30万円
（千円未満切り捨て）

補助対象
工事費の

20％

限度額40万円
（千円未満切り捨て）

子育て世帯 空き家購入 市外からの移住・定住世帯

申 請 年 度 に18
歳以下の子ども

を扶養する世帯

（申請者は子ど

もの親）

平成30年10月1日以降に仙北市の空き

家を購入した方（登記をした場合に限る）

※2親等以内の親族からの購入を除く。
※人が居住していたことがあり、居住者または

利用者がいない住宅（証明者により空き家で
あったことが証明できるものに限る）で、か
つ、建築後10年を経過した住宅。

5年以上仙北市外に在住し、

定住を目的に仙北市に住所を

移動しようとする世帯

（移動の日から 3年以内の世

帯を含む）

●補助対象事業および補助率（額）

補助対象事業 新築工事
増築、改築、改装、補修工事

または既存建物の取得

補助率（額）
実施金額の 5分の 1以内

限度額120万円

実施金額の 2分の 1以内

限度額60万円

※実施金額には、備品購入費、解体費、土地関係費を含みません。

※トイレの水洗化かつ雑排水の浄化設備の施工を含む場合は、加算があります。

※財産区の区域内における集落集会所などの場合は、加算となる場合もあります。

※以前にこの補助金の交付を受けた場合は、5年を経過していることが条件となります。

　市内に住宅を新築または建売住

宅を購入する子育て世帯や 45歳

以下の夫婦の定住・移住を応援す

るため、①の補助金を交付します。

　平成31年度内に住宅を取得す

る予定の方は、②の提出書類など

により、期限までに必要書類を提

出してください。

　提出書類は、市ホームページ

（https://www.city.semboku.akita.jp/

egukite/jisedai_teijyu.html）に掲載

しているほか、地方創生・総合戦

略室、角館・西木地域センターに

設置しています。

　　  提出書類など

着工・完成時期 提出書類 提出期限 添付書類

平成30年度に実施計画

書を提出した方で、

平成31年3月31日以前

に工事着手し、平成31
年度内に工事完了し登

記が完了する方

交付申請書
平成31年

4月1日以降
速やかに

▼定住誓約書（様式第2号）

▼世帯全員の住民票（世帯主と続柄を省略しないもの）

▼世帯全員の市区町村税の滞納がないことを証す

る書類

▼世帯全員の戸籍の附票（移住世帯に該当しない

場合は不要）

平成31年4月1日以降

に工事着手し、平成31
年度内に工事完了し登

記が完了する方

交付申請書
平成31年

4月1日以降の
工事着手前に

▼工事請負契約書または売買契約書の写し

▼工事内訳明細書の写し

▼工事概要がわかる図（案内図、配置図、平面図など）

▼定住誓約書（様式第2号）

▼世帯全員の住民票（世帯主と続柄を省略しないもの）

▼世帯全員の市区町村税の滞納がないことを証す

る書類

▼世帯全員の戸籍の附票（移住世帯に該当しない

場合は不要）

2

　　  補助金の概要

補助対象 補助の種類 補助金額など 補助限度額

新築または
建売住宅の

取得

定住世帯 1世帯　40万円

移住世帯 1世帯　60万円

子育て加算
18歳以下の子どもや高校な
どに在学する子ども 1人に
つき 10万円

1世帯

20万円

市内施工業
者加算

市内施工業者が工事を行う
場合10万円

1

※この次世代定住支援事業補助金は、現行制度の運用期間が平成32年3月31日までとなっ

ています。平成31年度内に工事が完了し登記が完了したものが対象となります。

住・移住する子育て世帯等の住宅取得を支援します
（次世代定住支援事業補助金）定 【問合せ】地方創生・総合戦略室

（田沢湖庁舎） ☎（43）3315

成31年度慰霊巡拝を
実施します平

【問合せ】◎社会福祉課（西木庁舎） ☎（43）2288
　　　　　  ◎秋田県福祉政策課 監査・援護班

　　　　　☎018-860-1318

　厚生労働省では、旧主要戦域などにおいて戦没者を慰霊する

ため、ご遺族を対象とした慰霊巡拝を実施しています。平成31
年度は次の地域で実施予定ですので、参加を希望される場合は

左記までお問い合わせください。
●実施地域／アッツ島、モンゴル、旧ソ連、中国、硫黄島、インド、

フィリピン、東部ニューギニア、ソロモン諸島、マリアナ諸島
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市 information
役所からのお知らせ▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147仙北市内全ての公共施設の建物内とその敷地内を全面禁煙とさせていただきます。

問合せ 仙北市財政課  ☎43-1114

4月1日
から

公共施設の敷地内が全面禁煙となります
※詳しくは、広報2月1日号11 ページをご覧ください。

始
し
ま
す
。
今
後
、
住
民
避
難
支
援
へ

の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
設
置
か
所
／

 

▼

入
見
内
川
（
熊
堂
橋
）
角
館
町
西
長
野

熊
堂

 

▼

才
津
川
（
都
野
橋
）
田
沢
湖
梅
沢
字
東

田

 

▼

山
谷
川
（
安
久
戸
橋
）
角
館
町
川
原
下

袋

 

▼

先
達
川
（
先
達
新
橋
）
田
沢
湖
田
沢
字

供
養
仏

※
情
報
は
、
秋
田
県
河
川
砂
防
情
報
シ
ス
テ

ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://sabo.pref.akita.jp/

kasensabo/index.htm
l

）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
県
で
は
、「
中
小
河
川
緊
急
治
水
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
県

管
理
河
川
に
お
い
て
危
機
管
理
型
水
位
計

の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、

設
置
が
完
了
し
、
４
月
１
日
か
ら
運
用
を

開
始
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
危
機
管
理
水
位
計
と
は
？

　
洪
水
時
の
水
位
観

測
に
特
化
し
た
小

型
で
低
コ
ス
ト
な

水
位
計
で
、
河
川

の
水
位
が
一
定
の

水
位
ま
で
上
昇
し

た
時
に
観
測
を
開

市
内
４
か
所
に
新
し
く
危
機
管
理
型
水
位
計
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

【
問
合
せ
】
総
合
防
災
課
（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）１
１
１
５

先達川に設置された水位計。

注
意
！

 

公
的
支
援
用
な
ど
、
無
料
で

交
付
さ
れ
る
も
の
に
は
対
応
し
て
い
ま
せ

ん
。
一
旦
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
手
数
料

は
還
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
今
ま
で
ど
お
り

各
庁
舎
窓
口
に
確
認
書
類
な
ど
を
お
持
ち

に
な
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
休
日
で
も
取
得
可
能
だ
っ
た
学
習
資
料

館
で
の
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
交
付

の
取
り
扱
い
は
、
３
月
末
日
を
も
っ
て
終

了
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
年
末
年
始

を
除
き
取
得
で
き
る
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
サ
ー

ビ
ス
提
供
店
舗
は
、
全
国
の
大
手
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
イ
オ
ン
な
ど
で
す
。

　
な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
広
報
せ
ん
ぼ
く
平
成
30
年
12
月

１
日
号
と
12
月
16
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

休
日
Ｏ
Ｋ
！ 

住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
取
得
は

コ
ン
ビ
ニ
で
！

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課
市
民
係
（
角
館
庁
舎
） 

☎
（
43
）３
３
０
７

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
知
的
障
害
、
心
理

的
発
達
の
障
害
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
型

認
知
症
、
血
管
性
認
知
症
、
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
障
害
、
て
ん
か
ん
な
ど
で
す
。

　
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
世
帯
収
入

と
症
状
に
よ
っ
て
、
負
担
額
の
上
限
が
定

め
ら
れ
ま
す
。

　
申
請
の
受
付
窓
口
は
、
社
会
福
祉
課
、

田
沢
湖
・
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
精
神
疾
患
の
外
来
通
院
に
か
か
る
保
険

診
療
の
医
療
費
（
病
院
で
の
診
察
・
検
査

代
＋
調
剤
薬
局
の
お
薬
代
薬
剤
費
、
デ
イ

ケ
ア
、
訪
問
看
護
な
ど
の
費
用
を
含
む
）

の
一
部
を
公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り

自
己
負
担
額
が
原
則
１
割
に
減
額
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
精
神
疾
患
は
、
統
合
失

調
症
、
気
分
障
害
（
う
つ
病
、
双
極
性
障

害
な
ど
）、
不
安
障
害(

パ
ニ
ッ
ク
障
害
、

強
迫
性
障
害
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
な
ど
）、
薬
物
、

自
立
支
援
医
療
制
度
（
精
神
通
院
医
療
）」
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
課
（
西
木
庁
舎
） 

☎
（
43
）２
２
８
８

「

 

▼

除
外
に
よ
っ
て
農
地
の
集
団
性
や
、
農

作
業
の
効
率
化
に
支
障
が
な
い
こ
と

 

▼

周
辺
の
担
い
手
な
ど
の
農
用
地
の
利
用

の
集
積
に
支
障
が
な
い
こ
と

 

▼

土
地
改
良
施
設
（
農
道
や
水
路
な
ど
）

に
支
障
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
こ
と

 

▼

土
地
改
良
事
業
を
実
施
中
の
区
域
で
な

い
こ
と
、
実
施
済
み
の
場
合
は
完
了
後

８
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

※
除
外
要
件
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
／
４
月
１
日
㈪
～
５
月
10
日

㈮

　
農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
田
や
畑
、
一

部
の
山
林
・
原
野
な
ど
を
農
用
地
以
外
の

用
途
（
住
居
、
工
場
、
資
材
置
場
、
駐
車

場
な
ど
）
に
利
用
す
る
場
合
は
、
農
業
振

興
地
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
内
か
ら
除

外
す
る
場
合
は
、
除
外
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
除
外
要
件
／

 

▼

農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
で
き
る
土
地

が
な
く
、
ま
た
事
業
規
模
に
対
し
て
妥

当
な
面
積
で
あ
る
こ
と

農
地
転
用
に
よ
る
農
業
振
興
地
域

除
外
・
編
入
申
請
受
付
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
農
業
振
興
課 

農
業
振
興
計
画
担
当
（
西
木
庁
舎
） 

☎
（
43
）２
２
０
６

※平日の 8:30 ～ 16:30 までであれば「燃えるごみ」は北部ごみ処理センター、「燃え

ないごみ」は各一般廃棄物最終処分場へ直接搬入しても結構です。その際は、必

ずクリーンアップのごみとお伝えください。

※残雪などの影響により、当日、実施できない場合は、地区の事情に合わせて実施

していただいても結構ですが、必ずご連絡をお願いします。

※家電や粗大ごみを発見した場合はご連絡をお願いします。

※作業中の事故には十分ご注意ください。

【問合せ】仙北市市民生活課環境保全係　　　　☎43-3308
　　　　 大曲仙北広域北部ごみ処理センター　☎54-3305

の

4月21日（日）  
午前6時～

一斉クリーンアップ

各地区・各町内会の皆さまのご協力をお願いします。

「燃えるごみ」と「燃えないごみ」を別々のごみ袋に集め、地区・町内の

ごみ集積所に出してください。

使用する袋は市指定のごみ袋のほか、スーパーのレジ袋などでも差し支

えありませんが、使用する袋には必ず「クリーンアップ（○○町内）」と

大きく書いてください（未記入のものは回収しません）。ただし、黒い

袋や肥料袋は使用しないでください。

自宅周り、地区や町内

の会館周り、沿道、側溝、

桧木内川堤（角館地区）

など。

次の日から通常のごみ

収集とあわせて随時行

います。

（ごみの収集曜日の関係

で、「燃えないごみ」の回

収が遅くなる地区もあ

りますがご了承願いま

す）

場所

春

回収方法

集め方

　
仙
北
市
で
は
、
若
者
の
市
内
定
着
、
移
住
者
の
定
住
促
進

を
図
る
た
め
の
各
種
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
金

の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.city.sem
boku.akita.jp/

egukite/index.htm
l

）
ま
た
は
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
婚
さ
ん
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
家
賃
を
一
部
助
成
し
ま
す

 

定
住
対
策
新
婚
世
帯
家
賃
助
成
金 

●
夫
婦
と
も
に
婚
姻
届
出
日
に
満
50
歳
以
下
で
届
出
か
ら
３

年
以
内
の
新
婚
世
帯
が
、
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居

し
た
場
合
、
家
賃
の
２
分
の
１（
月
額
上
限
２
万
円
）
を
、

申
請
の
あ
っ
た
翌
月
か
ら
最
長
平
成
32
年
３
月
ま
で
助
成
。

市
外
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
の
定
住
を
応
援
し
ま
す

 

定
住
促
進
奨
励
金 

●
市
外
に
５
年
以
上
在
住
し
て
い
た
方
が
仙
北
市
に
定
住
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
住
宅
を
取
得
し
、
移
住
し
た
場
合
、

納
め
た
固
定
資
産
税
額
相
当
額
を
、
課
税
さ
れ
る
初
年
度

か
ら
３
年
度
助
成
。

空
き
家
の
家
財
道
具
な
ど
を
処
分
す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す

 

空
き
家
家
財
道
具
等
整
理
補
助
金 

●
仙
北
市
空
き
家
情
報
登
録
制
度
（
空
き
家
バ
ン
ク
）
に
登
録

し
た
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
、
売
買
契
約
が
成
立
し
家

財
道
具
な
ど
を
処
分
す
る
場
合
、
処
分
費
用
の
２
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）
を
助
成
。

出
会
い
の
場
を
企
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

出
会
い
の
き
っ
か
け
応
援
イ
ベ
ン
ト
補
助
金 

●
独
身
男
女
の
健
全
な
出
会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
事
業
、

異
性
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
に
役
立
つ
事

業
な
ど
、
出
会
い
・
結
婚
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
イ

ベ
ン
ト
を
市
内
で
実
施
す
る
団
体
に
対
し
、
開
催
費
用
の

う
ち
補
助
対
象
経
費
（
上
限
10
万
円
）
を
助
成
。

定
住
対
策
補
助
金
の

ご
案
内

【
問
合
せ
】
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）３
３
１
５
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SEMBOKU CITY

　　　LIBRARY図書館
情 報 局 生

涯
学
び

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に学

習
生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

た
く
さ
ん
の
作
品
が
で
き

ま
し
た
。

地
域
の
生
涯
学
習
窓
口
と
し
て
、

今
年
度
も
が
ん
ば
り
ま
す
！

　
お
知
ら
せ

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
広
く
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
今
年
度
も
各
公
民
館
で
は

様
々
な
講
座
や
教
室
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
あ
ん
な
講

座
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」「
生
き
が
い
作

り
（
生
涯
学
習
）
の
た
め
に
こ
ん
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
み
た
い
」
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
近
く
の
公
民
館
に
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
西
木
公
民
館
で
は
、
農
作
業
や
仕
事
の

合
間
に
一
服
（
休
憩
）
で
き
る
簡
単
な
お
菓

子
作
り
を
、
マ
イ
ス
タ
ー
の
真
崎
正
子
さ

ん
よ
り
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
５
人
ず
つ
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
た
参
加
者
が
、
互
い
に
連
携
を
取

り
な
が
ら
時
間
内
に
「
か
ん
づ
き
・
揚
げ

菓
子
・
和
風
か
り
ん
と
う
」
の
３
種
類
を

作
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
か
ん
づ
き
は

蒸
す
と
き
に

牛
乳
パ
ッ
ク

を
利
用
す
る

と
形
も
よ
く

上
手
に
で
き

て
、
お
も
し

ろ
い
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し

た
ア
イ
デ
ア

で
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
一
息

　

マ 

イ
ス
タ
ー
講
座

　
　
　
　（
お
や
つ
作
り
編
）

　
生
涯
学
習
活
動
紹
介

　
田
沢
湖
公
民
館
で
は
、
２
月
７
日
か
ら

４
回
に
わ
た
り
、「
編
み
ぐ
る
み
教
室
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
編
み
ぐ
る
み
と
は
、
毛
糸
を
編
ん
で
作
っ

た
人
形
の
こ
と
で
、
生
地
を
縫
い
合
わ
せ

て
作
る
「
ぬ
い
ぐ
る
み
」
に
よ
く
似
て
い
ま

す
が
、
独
特
の
愛
嬌
が
あ
り
、
イ
ン
テ
リ

ア
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
も
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
教
室
で
は
、
１
作
品
を
完
成
さ
せ
る
予

定
で
し
た
が
、
編
み
物
が
得
意
な
方
は
家

に
持
ち
帰
り
、
１
人
で
３
～
４
作
品
を
完

成
さ
せ
た
方
も
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
「
編
み
物
が
好
き
な
の
で
、
始
め
る

と
時
間
を
忘
れ
て
し
ま
う
」「
ず
っ
と
編
ん

で
い
た
い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
作
品
は
田
沢
湖
公
民
館
ま
つ
り
に
も
展

示
さ
れ
、
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。

癒
や
さ
れ
ま
す

　

編 

み
ぐ
る
み
教
室

　
角
館
公
民
館
で
は
、
昨
年
度
か
ら
「
初
歩

か
ら
の
中
国
語
講
座
」
を
開
催
し
て
お
り
、

今
年
度
は
１
月
17
日
か
ら
全
５
回
（
毎
週
木

曜
日
）
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
講
師
の
田
村
雄
幸
さ
ん
の
ご
厚

意
に
よ
り
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

を
お
招
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
場
の
中
国

語
の
発
音
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
お
も
て

な
し
の
観
点
な
ど
か
ら
、「
い
ろ
い
ろ
な
あ

い
さ
つ
」「
話
し
か
け
て
み
よ
う
」「
写
真
あ

れ
こ
れ
」
と
い
う
よ
う
な
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

に
よ
る
実
践
的
な
内
容
を
取
り
入
れ
て
い

た
だ
き
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
メ
モ
を
と

り
な
が
ら
真
剣
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
外
国
人
の
観
光
客
と
お
話
を
し

て
い
る
市
民
の
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

ニ
イ
ハ
オ（
こ
ん
に
ち
は
）

ALT を招いた講座の様子。

初 

歩
か
ら
の
中
国
語
講
座

参加者皆さんで楽しい試食会。

制
作
中
は
皆
さ
ん
夢
中
で

す
。

いよいよ、始まります。「『本』にならなかった本　～塩野米松 聞き書き『中国の職人』展」

会期　4月6日㈯～ 8月25日㈰

 新着図書を紹介します   

▼ペンギン・ブックスが選んだ日本の名短篇29《ジェイ・ルー

ビン/編、村上春樹/序文）　 ▼世界のすごいお葬式《ケイトリン・

ドーティ / 著、池田真紀子 / 訳）　 ▼ここから世界が始まる―

トルーマン・カポーティ初期短篇集―《トルーマン・カポーティ

/著、小川高義/訳》　 ▼ノースライト《横山秀夫》　 ▼夜間飛行《北

迫薫》　 ▼ウチらは悪くないのです。《阿川せんり》　 ▼うちのレ

シピ《瀧羽麻子》   ●新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

田沢湖図書館 ☎ 43-1307
1日 月   8日 月   15日 月   22日 月   28日 日（月末）

29日 月・祝   30日 火・祝

※ゴールデンウィークのお休み  5月1日 水･祝 ～ 6日 月

4月の

休館日

 新着図書を紹介します   

▼てらこや青義堂師匠、走る《今村翔吾》　 ▼介錯人《辻堂魁》

▼魔眼の匣の殺人《今村昌弘》　 ▼ノースライト《横山秀夫》

▼死んでも床にモノを置かない。《須藤昌子》　 ▼パパになっ

た旦那よ、ママの本音を聞け !《野々村友紀子》　 ▼職場の

人間関係に悩む、すべての人へ 天才を殺す凡人《北野唯

我》　 ▼大江戸 武士の作法《小和田哲男 / 監修》　 ▼夏井い

つきの俳句ことはじめ 俳句をはじめる前に聞きたい 40
のこと《夏井いつき》　 ▼新版

おいしい珈琲を自宅で淹れる

本《富田佐奈栄》　 ▼グレイヘ

アのおしゃれ着こなし入門《大

沢早苗、NaTsuKo/ 監修》　

▼希んちの暮らし《佐々木希》

とことこ

タイム 4月

　まわりの来館者の皆さんを気にせ
ず図書館を利用してみませんか？
　0歳から貸し出しできます。
　ぜひ、おいでください！

9:00～12:00 13日㈯▼6日㈯▼ 20日㈯▼

学習資料館 ☎ 43-3333
1日 月   8日 月   15日 月   22日 月   29日 月･祝

30日 火（月末）

※ゴールデンウィーク特別開館

　5月2日 木･祝～ 5日 日･祝　9:00～17:00

4月の

休館日

10:00～
おはなしかいうさぎのみみ

★わくわく４月は、「しかけ絵本」がい～っぱい！です。
★エプロンシアター「きれいなお窓」
★さいごは、みんなでえかき歌♬しましょう。

　総合情報センター　おはなしコーナー　TEL　43-3333

　「おおきなぼうし」☆「どうぶつ」のおはなしを
　じゅんびしてまってます♪
☆さいごにみんなで「おりがみ」であそびましょう。

　ともだちさそってみんなできてね♪

５月１２日（第２土）ＡＭ10:00～
☆エプロンシアター　「ジャックと豆の木」☆おおがたかみしばい

おはなしかいうさぎのみみ 4月6日㈯

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎ 43-3333

1日 月 ～ 5日 金（展示替え休館）  8日 月   15日 月

※ 4月16日 火 ～ 5月12日 日は休まず開館します。

　たくさんの皆さまのご来館をお待ちしています。

4月の

休館日

　いよいよ新しい時代、新しい元号の始まりで

す。今、改めて「皇室の歴史」「暦」「元号」など、

長い歴史を見つめなおしてみませんか？

も
ら
っ
て
う
れ
し
い

キ
ャ
ラ
フ
ラ
ワ
ー

《
山
本
恵
》

家
康
に
訊
け

《
加
藤
廣
》

ア
ラ
フ
ォ
ー
・
ク
ラ
イ
シ
ス

‐「
不
遇
の
世
代
」に
迫
る
危
機
‐

《
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

現
代
＋
」
取
材
班
》

元号がかわります4月のテーマ展示 1

玉手おはなし 箱
4月20日㈯

田沢湖図書館 1階

10:00～ 入場無料

いろんなおはなし

いっぱい !

　4月6日㈯から始まる新潮社記念文学館の展覧会。

　「『本』にならなかった本 ～塩野米松 聞き書き『中国の職

人』展」に関連し、塩野米松先生の本を展示します。展覧会

とあわせてぜひご覧ください。

塩野米松先生の本4月のテーマ展示 2

　春爛漫の季節には、やっぱり「さくら  桜  サクラ」です。

さくらの本4月のテーマ展示 3

３月も、「うさぎのみみ」たの
しかったよ !! おはなし聞いて、
絵本に見入って、さいごはみん
なで、おり紙おひなさまを作り
ました。

お弁当特集

1
テーマ
展示

POP コンクール

テーマ
展示 2

　生保内小学校で 2月に行わ
れた POP コンクールの結果
を受けて、児童の皆さんの

POP と共に友だちおすすめ
の本を紹介します。

　今年度は 4月

1日から来年3月

31日まで開館時

間の延長試行を

行います。火曜

日～土曜日まで

開館時間は 9時

～ 18時です。
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４
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

仙
北
市
子
育
て
支
援
施
設
『
さ
く
ラ
ッ
コ
』

子
育 て

イ
ン フ オ メ ー シ ヨ ン 子 育 て イ ン フ オ メ ー シ

ヨ ン

日にち 受付時間 内容

　 3日 ㈬・15日㈪   13:15 ～ 13:30 ・母子手帳交付
・妊婦健診受診票発行
・保健師と栄養士の話
・支援プラン作成

　 9日 ㈫・23日㈫    9 :45 ～ 10:00

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------

①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード（届出住
所とカード住所が一致していない場合は、市民課での手続きが必要で
す）③本人確認できるもの（運転免許証、パスポートなど）

母子健康手帳交付
おやこ交流広場日にち 健診名 対象者 受付時間

11日㈭
3･4 か月児 H30 年 12 月生

13:00～13:15
9･10 か月児 H30 年   5月生

12日㈮ 2 歳 6 か月児歯 H28年9月 ～10月7日生 12:45～13:00

18日㈭ 1 歳 6 か月児 H29 年   9月生 12:45～13:00

25日㈭ 3 歳 6 か月児 H27 年   9月生 12:45～13:00

乳幼児健診

開放日 時間 内容

 1日㈪・    8日㈪

15日㈪・22日㈪

9:30 ～

11:30
保護者とお子さんが自由に遊べるス
ペース。申込不要で自由参加。

こどもカレンダー
月4

電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》55-1112　　《携帯》080-2813-0835
※保健師・管理栄養士・栄養士が対応します。

※15日は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

日にち 内容 対象者 時間

16日㈫ ベビーマッサージ・交流会
2か月後半～

1歳未満

受付9:20～  9 :30
講座9:30～11:30

ママと赤ちゃんのふれあい講座 （保健課に申し込みが必要です）

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあり

ます。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援

する基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

 ★育児不安などについての相談指導 

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して

相談を受け付けています。1 人で悩まず、小さなことで

もお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9:00 ～17:00。手紙・FAX
などはいつでも】

 ★子育てサークル等への支援 

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を

提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある方

はぜひご連絡ください。

 ★集いの広場（○○ルーム）の開設 

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場

を開いています。入園していないお子さんと、お母さん、

お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんなど、どなたで

も参加できます（随時、園を開放しています。月～金曜

日の 9:00～17:00）。

　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡

ください。

※持ち物などは各園にご確認ください。

日にち 相談名 対象者 受付時間

24日㈬ 7 か月児 H30年9月生 9:30 ～ 9:45

乳児食育教室『もぐもぐランド』

はっぴいルーム

（お友だちづくりや情報交換の場として開放）

4月の開放日 （毎週水・木・金曜日 10：00 ～ 15：00）

　水曜日 　3日・10日・17日・24日

　木曜日 　4日・11日・18日・25日

　金曜日 　5日・12日・19日・26日

入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるママ、引っ

越してきたばかりで知らないことばかり…と不安なママ。

もちろん、パパやおじいちゃん、おばあちゃんもどうぞ一

緒に遊びに来てくださいね。お待ちしています !

　「さくラッコ」は子育て支援拠点事業として、子育て親

子の交流の場の提供、子育てなどに関する相談・援助、

子育て関連情報の提供、子育てに関する講習などを実施

しています。

　子育てアドバイザーが常駐し、明るくゆっくりとした

環境を準備してお待ちしていますので、どうぞお気軽に

おいでください！

だしっこルームとわかばルームの情報は、仙北市ホームページ（https://www.city.semboku.akita.jp/citizens/09_06.html）のほか、はな

さき仙北のホームページ（http://www.hanasakisemboku.or.jp/）からもご確認いただけます。

23 日火／はじめましての会

※子ども、保護者の飲み物用コップを持参してください。

わかばルーム（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9:30 ～ 11:30

すくすく成長記録Day

25日 木  10：30～11：30

月イチ、身長体重測定日！どれくらい大きくなったかお子

さんの身長体重を測って記録してみましょう。

子育てのお悩みも相談できます。

予約
不要

◆場所  健康管理センター（角館） ◆問合せ  仙北市保健課  ☎55-1112

1 歳 3 か月児健康相談
日にち 相談名 対象者 受付時間

17日㈬ 1 歳 3 か月児 H30年1月生 9:45 ～ 10:00

子育てサポート　「はっぴい・マム」

Facebook　www.facebook.com/happy.mamu
イベントへの参加申込みはこちらからも可能です。

※お車でお越しの際は、角館児童館向かって右側（山

側）、または、総合情報センターをご利用ください。

問
合
せ

角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）
☎080-1663-4494

　新年度を迎えました ! そこで、新しい広場のお知

らせです。

「赤ちゃん広場」… 子どもメインイベント

「ママ広場」… ママメインイベント

この 2 つの広場を交互に月 1 回開催予定です。

　この他、親子で楽しめるイベント「わくわく広場」、

「すくすく成長記録 Day」も昨年度同様開催しますの

で、引き続きよろしくお願いします !
24 日水／はじめましての会

※詳しくは、はなさき仙北のホームページで確認してください。

だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9:30 ～ 11:30

なかよしルーム（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX 47-2323　時間 9:30 ～ 11:30

18 日木／はじめましての会

25 日木／好きなおもちゃを見つけて遊ぼう・こいのぼり

を作ろう

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX 48-2525　時間 9:30 ～ 11:30

月曜日～金曜日　9:30 ～ 11:30

随時、園を開放していますので、遊びに来てください。

おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 9:30 ～ 11:30

16 日火／はじめましての会をしましょう

23 日火／こいのぼりを作りましょう

※赤ちゃんはバスタオル、着替えの準備をしてください。

※水分補給にコップをまだ使えないお子さんは、哺乳瓶またはマ

グマグをご持参ください。

※ 23 日は身長体重も測りましょう !

赤ちゃん広場

12日 金 （10：30～11：30）

　「あつまれ！ 0 歳児！」　

「まだねんねしている赤ちゃんだから、遊びに行けません

か ??」というお電話をよくいただきます。そんなことは

ありません ! お出かけはママも赤ちゃんも気分転換になり

ますよね。気軽に遊びに来て、お友だちママやスタッフと

おしゃべりして楽しみましょう♪もちろん、1 歳以上のお

子さんも大歓迎ですので、お友だちを誘って皆さんで遊び

に来てください♪

予約
不要

わくわく広場（親子で楽しめるイベント＆講座）

19日 金  10：30～11：30   

　「はじめましての会」　

わくわく、どきどきの新年度がいよいよスター

ト ! 新しいお友だちたくさんできるかな ? お茶を飲みなが

ら、楽しくおしゃべり & 情報交換をしませんか ? 転勤し

てきたばかりの親子や妊婦さんもお待ちしています !

予約
不要

※お子さんのお誕生
日月に遊びに来て
くれた方には、お
誕生日カードをプ
レゼントします !
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幸 

▼
主
任（
再
任
用
）

藤
原
一
恵

【
神
代
出
張
所《
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
》】

　
▼
所
長
兼
神
代
診
療
所
事
務
長（
市
民
生
活
課
参

事
）清
水
洋
衛 

▼
技
術
員（
再
任
用
）千
葉
玲
子

【
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
《
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
》】

▼
地
域
支
援
班
長（
社
会
福
祉
課
主
査
）
小
木
田

千
晴 

▼
主
査（
再
任
用
）鈴
木
孝
昭

【
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
《
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
》】

▼
所
長
補
佐
兼
地
域
支
援
班
長（
市
民
生
活
課

課
長
補
佐
兼
市
民
係
長
）
小
林
ひ
ふ
み 

▼
主
査

（
再
任
用
）浅
利
芳
宏

【
上
桧
木
内
出
張
所《
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
》】

　
▼
所
長
兼
地
域
支
援
班
長《
兼
務
》山
田
且
也 

▼

主
査《
再
任
用
》（
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
主
査《
再

任
用
》）浅
利
浩
子

【
桧
木
内
出
張
所《
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
》】

　
▼
所
長
兼
地
域
支
援
班
長《
兼
務
》山
田
且
也

 

市
民
福
祉
部 

【
市
民
生
活
課
】▼
課
長（
課
長
兼
神
代
診
療
所
事

務
長
）渡
辺
美
幸 

▼
参
事《
大
曲
仙
北
広
域
市
町

村
圏
組
合
派
遣
》（
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
参
事
）

畠
山
和
人 

▼
課
長
補
佐《
大
曲
仙
北
広
域
市
町

村
圏
組
合
派
遣
》（
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所
長
補

佐
）松
本
賢
悟 

▼
国
保
年
金
係
長（
教
育
総
務
課

総
務
係
長
）栗
原
由
紀
子 

▼
市
民
係
長（
西
木
地

域
セ
ン
タ
ー
主
査
）
藤
枝
奈
美
子 

▼
環
境
保
全

係
長（
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
施
設
運
営
係
長
）
渡

辺
直
弥 

▼
主
査（
子
育
て
推
進
課
主
査《
社
会
福

祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
派
遣
》）佐
藤
真 

▼
主
査

（
税
務
課
主
査
）
中
嶋
り
え 

▼
主
査（
主
任
）
三

浦
亜
里
沙 

▼
主
任（
主
事
）
冨
岡
京
介 

▼
主
事

（
子
育
て
推
進
課
主
事
）
佐
藤
瑞
稀 

▼
主
事（
新

規
採
用
）
伊
藤
真
美 
▼
保
健
師（
再
任
用
）
阿
部

栄
子

【
神
代
診
療
所
】▼
事
務
長《
兼
務
》
清
水
洋
衛 

▼

係
長《
兼
務
》草
彅
聡

【
社
会
福
祉
課
】▼
主
事（
市
民
生
活
課
主
事
）
鈴
木

義
規 

▼
主
事（
新
規
採
用
）
大
山
星
奈 

▼
主
事

（
新
規
採
用
）秩
父
絵
美
莉

【
子
育
て
推
進
課
】▼
課
長
補
佐
兼
子
育
て
支
援
係

長（
子
育
て
支
援
係
長
）
湯
澤
満 

▼
主
査（
新
規

採
用
）
千
葉
暁
子 

▼
主
査（
新
規
採
用
）
平
岡
優

佳
吏 

▼
主
任（
再
任
用
）佐
々
木
真
貴
子

【
角
館
こ
ど
も
園
】▼
参
事
兼
園
長（
子
育
て
推
進

課
課
長
補
佐《
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
派

遣
》）中
島
美
由
紀 

▼
副
園
長（
主
査
保
育
教
諭
）

浅
利
ま
ゆ
み 

▼
副
園
長（
主
査
保
育
教
諭
）松
橋

千
幸 

▼
副
園
長（
主
査
保
育
教
諭
）高
橋
史
子 

▼

主
査
保
育
教
諭（
白
岩
小
百
合
保
育
園
主
査
保

育
士
）鬼
川
眞
由
美 

▼
主
査
保
育
教
諭（
主
任
保

育
教
諭
）戸
村
友
紀
子 

▼
主
任
保
育
教
諭《
再
任

用
》（
田
沢
湖
図
書
館
主
任《
再
任
用
》）
平
岡
千

寿
子 

▼
主
任
保
育
教
諭（
再
任
用
）高
橋
俊
子

【
白
岩
小
百
合
保
育
園
】▼
参
事
兼
園
長（
副
園
長
）

信
田
千
鶴
子 

▼
副
園
長（
子
育
て
推
進
課
主
査

《
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
派
遣
》）
浦
山

光
子 

▼
主
査
保
育
士（
子
育
て
推
進
課
主
査《
社

会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
派
遣
》）
大
石
智
恵 

▼
主
任
保
育
士（
再
任
用
）荒
木
田
真
由
美

【
角
館
西
保
育
園
】▼
参
事
兼
園
長（
角
館
こ
ど
も

園
副
園
長
）能
美
千
恵
子 

▼
副
園
長（
主
査
保
育

士
）
稲
田
文
子 

▼
主
任
保
育
士（
再
任
用
）
大
澤

み
ゆ
き 

▼
保
育
士（
白
岩
小
百
合
保
育
園
保
育

士
）加
藤
佳
澄

課
・
所
属
機
関
の
見
直
し
概
要

◆
市
民
福
祉
部

　
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
の
管
理
運
営
が
大
曲
仙
北

広
域
市
町
村
圏
組
合
に
変
わ
り
ま
す
。

　
ご
み
処
理
、
粗
大
ご
み
処
理
、
汚
泥
再

生
処
理
、
市
内
３
つ
の
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
は
、
こ
れ
ま
で
市
が
管
理
運

営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら

は
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
が
管

理
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
管
理

運
営
者
が
変
わ
っ
て
も
、
各
施
設
は
当

分
の
間
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
ご
利
用

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
ご
み
の
収
集
運
搬
、
不
法
投
棄

に
関
す
る
業
務
な
ど
は
、
市
民
生
活
課

に
新
設
す
る
環
境
保
全
係
が
担
当
し
ま

す
。

◆
観
光
商
工
部
・
農
林
部

　
農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室
が
観
光
商
工

部
に
変
わ
り
ま
す
。

　
農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室
を
、
農
林
部

農
業
振
興
課
の
所
属
機
関
か
ら
、
観
光

商
工
部
観
光
課
の
所
属
機
関
へ
移
転
し

ま
す
。

行政運営の効率化を図るため、組織の見直しを行います。

市
民
生
活
課

市民福祉部

観
光
課

観光商工部

所
属

機
関

農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室

【
担
当
業
務
】
ご
み
の
収

集
運
搬
、
不
法
投
棄
に

関
す
る
こ
と
な
ど

機構改革と人事異動

 

平
成
31
年
度

▼
ご
み
処
理
施
設
お
よ
び

粗
大
ご
み
処
理
施
設

▼
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

▼
田
沢
湖
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場

▼
角
館
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場

▼
西
木
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場

市
民
生
活
課

市民福祉部

環
境
保
全
係

▼
ご
み
処
理
施
設
お
よ
び

粗
大
ご
み
処
理
施
設

▼
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

▼
田
沢
湖
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

▼
角
館
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

▼
西
木
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

※
各
施
設
の
新
名
称
は
、
広
報
３
月
16
日

号
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
課

農林部

所
属

機
関

農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室

《
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
と
は
》

　
昭
和
46
年
８
月
に
設
立
さ
れ
、
現
在
は
、
仙
北

市
、
大
仙
市
、
美
郷
町
の
事
務
の
一
部
を
共
同
で

行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事
務
は
、
消
防
、
斎
場
、

介
護
保
険
な
ど
で
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
ご
み
処

理
を
共
同
で
行
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
組
織

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合

　

人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
（ 

）
内
は
前
職
等
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【
中
川
保
育
園
】▼
参
事
兼
園
長（
子
育
て
推
進
課

課
長
補
佐《
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
派

遣
》）
熊
谷
ひ
と
み 

▼
副
園
長（
主
査
保
育
士
）

中
村
久
子 

▼
主
任
保
育
士（
再
任
用
）草
彅
深
雪

【
に
こ
に
こ
こ
ど
も
園
】▼
参
事
兼
園
長（
副
園
長
）

佐
藤
由
紀
子

【
ひ
の
き
な
い
こ
ど
も
園
】▼
参
事
兼
園
長（
角
館

こ
ど
も
園
副
園
長
）毛
江
田
ゆ
か
り

【
長
寿
支
援
課
】▼
課
長（
参
事
）
高
橋
重
悦 

▼
課

長
補
佐（
長
寿
い
き
が
い
係
長
）鈴
木
寿
重 

▼
長

寿
い
き
が
い
係
長（
市
民
生
活
課
国
保
年
金
係

長
）浅
利
正
幹

【
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長（
所
長
補
佐
）
吉
村

美
由
喜 

▼
主
任（
社
会
福
祉
課
主
事
）鈴
木
裕
香 

▼
保
健
師（
保
健
課
保
健
師
）若
松
香
奈
子

【
に
し
き
園
】▼
事
務
長（
税
務
課
参
事
兼
納
税
係

長
）
浅
利
一
美 

▼
参
事（
事
務
長
補
佐
）
木
元
久

美
子 

▼
事
務
長
補
佐（
係
長
）
相
馬
淳
子 

▼
係

長（
主
査
）
渡
部
奈
那
緒 

▼
看
護
師（
再
任
用
）

草
別
き
よ

【
保
健
課
】▼
参
事《
経
営
企
画
推
進
室
併
任
》（
市
立

角
館
総
合
病
院
医
事
課
課
長
補
佐
兼
医
事
企
画
係

長
）髙
橋
貴
幸 

▼
課
長
補
佐《
医
療
管
理
課
併
任
》

（
市
民
生
活
課
課
長
補
佐
）樋
口
幸
一 

▼
課
長
補

佐《
医
療
管
理
課
併
任
》（
主
査《
医
療
管
理
課
併

任
》）山
信
田
大
作 

▼
総
務
係
長（
主
査
）伊
澤
貴

子 

▼
主
任（
総
合
防
災
課
主
任
）阿
部
良 

▼
主
任

保
健
師《
統
括
保
健
師
》（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主

任
保
健
師
）新
山
紀
恵
子 

▼
保
健
師（
再
任
用
）西

宮
律
子 

▼
看
護
師《
市
立
角
館
総
合
病
院
医
事
課

併
任
》（
西
木
公
民
館
看
護
師
）鈴
木
喜
子

【
田
沢
湖
歯
科
診
療
所
】▼
歯
科
衛
生
士（
再
任
用
）

田
口
一
恵

【
西
明
寺
診
療
所
】▼
主
任（
再
任
用
）藤
原
典
子

 

観
光
商
工
部 

【
観
光
課
】▼
参
事
兼
観
光
施
設
係
長
兼
桜
ま
ち
づ

く
り
係
長（
農
林
整
備
課
参
事
兼
農
村
整
備
係

長
兼
林
務
係
長
）
門
脇
秀
利 

▼
参
事《（
一
社
）

田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
派
遣
》（
総
務
課
課
長

補
佐
）
髙
倉
正
人 

▼
主
査（
再
任
用
）
中
村
和
彦 

▼
主
査（
新
規
採
用
）
小
松
尚 

▼
主
事《（
一
社
）

秋
田
県
観
光
連
盟
派
遣
》（
農
山
村
体
験
デ
ザ
イ

ン
室
主
事
）坂
本
昂
嶺

【
国
際
交
流
推
進
室
】
▼
室
長《
兼
務
》
小
泉
俊
夫 

▼
係
長（
観
光
課
主
査《（
一
社
）
秋
田
県
観
光
連

盟
派
遣
》）佐
藤
善
文

【
農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室
】▼
室
長
補
佐（
農
山

村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室
室
長
補
佐
）
田
口
聡
美 

▼

係
長《（
一
社
）
仙
北
市
農
山
村
体
験
推
進
協
議

会
派
遣
》（
農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室
係
長
）
伊

藤
カ
オ
リ 

▼《
兼
務
》小
松
尚

【
商
工
課
】▼
課
長《
兼
務
》
大
山
隆
誠 

▼
参
事
兼

雇
用
企
業
振
興
係
長《
企
業
誘
致
専
門
員
》（
課

長
補
佐
兼
雇
用
企
業
振
興
係
長《
企
業
誘
致
専

門
員
》）阿
部
聡 

▼
課
長
補
佐
兼
商
工
物
産
係
長

（
課
長
補
佐《（
一
社
）
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会

派
遣
》）
栗
原
和
彦 
▼
主
事《
秋
田
県
産
業
集
積

課
派
遣
》（
社
会
福
祉
課
主
事
）
高
橋
禎
人 

▼
主

事（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
事
）齋
藤
千
歳

 

農
林
部 

【
農
業
振
興
課
】▼
課
長《
兼
務
》
髙
橋
英
樹 

▼
主

任（
主
事
）大
石
貴
之

【
農
林
整
備
課
】▼
課
長（
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所

長
）
赤
倉
一
男 

▼
農
村
整
備
係
長
兼
林
務
係
長

（
建
設
課
主
査
）
千
葉
圭
二 

▼
主
査（
主
任
）
大

澤
渉 

▼
主
任（
主
事
）小
山
拓
良

 

建
設
部 

【
建
設
課
】▼
課
長（
参
事
）
橋
本
定
美 

▼
課
長
補

佐（
観
光
課
課
長
補
佐
兼
観
光
施
設
係
長
）
渡
邉

敬 

▼
主
事（
商
工
課
主
事
）筒
崎
祐
也

【
上
下
水
道
課
】▼
課
長《
兼
務
》
西
宮
雅
成 

▼
課

長
補
佐（
企
画
政
策
課
課
長
補
佐
兼
情
報
統
計

係
長
）田
口
真
吾 

▼
主
査（
主
任
）齋
藤
育
妙

 

会
計
管
理
者 

【
会
計
課
】
▼
課
長（
神
代
出
張
所
長
）
杉
本
貴
志 

▼
会
計
係
長（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
）
伊
藤

静

【
契
約
検
査
室
】▼
室
長（
市
民
会
館
長
兼
業
務
係

長
兼
管
理
係
長
兼
田
沢
湖
図
書
館
長
兼
総
務
係

長
兼
奉
仕
係
長
）髙
橋
德
夫

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

【
教
育
総
務
課
】▼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長（
商
工

課
商
工
物
産
係
長
）
千
代
雅
和 

▼
教
育
指
導
係

長（
子
育
て
推
進
課
主
査
）
齋
藤
千
春 

▼
主
事

（
観
光
課
主
事《
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社
派
遣
》）

国
井
武

【
北
浦
教
育
文
化
研
究
所
】▼
研
究
所
長（
秋
田
県

教
育
委
員
会
よ
り
）米
澤
孝
子 

▼
指
導
主
事（
秋

田
県
教
育
委
員
会
よ
り
）門
脇
貴
一
郎

【
白
岩
小
学
校
】▼
技
術
員（
生
保
内
中
学
校
技
術

員
）石
川
達
也

【
神
代
小
学
校
】▼
技
術
員（
西
明
寺
中
学
校
技
術

員
）田
口
悦
郎

【
西
明
寺
中
学
校
】
▼
技
術
員（
神
代
小
学
校
技
術

員
）佐
々
木
竜
喜

【
田
沢
湖
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】▼
主
任（
再
任
用
）

運
藤
俊
子

【
生
涯
学
習
課
】
▼
課
長《
兼
務
》
佐
々
木
幸
美 

▼

生
涯
学
習
係
長（
平
福
記
念
美
術
館
管
理
係
長
）

佐
藤
文
恵

【
田
沢
湖
公
民
館
】▼
参
事
兼
館
長（
西
木
公
民
館

参
事
兼
館
長
兼
庶
務
係
長
兼
事
業
係
長
）
保
坂

博
明

【
角
館
公
民
館
】▼
庶
務
係
長
兼
事
業
係
長（
西
木

公
民
館
主
査
）小
林
正
人

【
西
木
公
民
館
】▼
参
事
兼
館
長（
田
沢
湖
公
民
館

参
事
兼
館
長
）
真
崎
智
明 

▼
庶
務
係
長
兼
事
業

係
長（
角
館
公
民
館
庶
務
係
長
兼
事
業
係
長
）
藤

本
順
子

【
市
民
会
館
】▼
参
事
兼
館
長（
田
沢
湖
地
域
セ
ン

タ
ー
所
長
補
佐
）
佐
々
木
信
介 

▼
業
務
係
長
兼

管
理
係
長（
主
査
）信
田
昌
史

【
田
沢
湖
図
書
館
】
▼
館
長《
兼
務
》
佐
々
木
信
介 

▼
総
務
係
長
兼
奉
仕
係
長（
学
習
資
料
館･

イ

ベ
ン
ト
交
流
館
主
査
）齋
藤
五
月

【
学
習
資
料
館
・
イ
ベ
ン
ト
交
流
館
】▼
館
長
兼
業

務
係
長
兼
管
理
係
長《
兼
務
》冨
岡
美
津
子 

▼
主

事（
新
規
採
用
）黒
澤
佑

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
】▼
主
査（
再
任
用
）
髙
橋
和
宏 

▼
主
事（
新
規
採
用
）藤
田
純
葵

【
平
福
記
念
美
術
館
】▼
管
理
係
長
（
角
館
地
域
セ

ン
タ
ー
地
域
支
援
班
長
）
髙
橋
百
合
子

 

議
会
事
務
局 

　
▼
総
務
係
長（
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
）
髙

橋
由
紀 

▼
議
事
調
査
係
長（
総
務
係
長
）堀
川
貴

吉

 

監
査
委
員
事
務
局 

　
▼
事
務
局
長
補
佐（
田
沢
湖
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
補
佐
）
三
浦
純
子 

▼
書
記《
係
長
》

（
書
記《
主
査
》）門
脇
寿
樹

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
▼
書
記《
主
事
》《
併
任
》須
藤
健

 

農
業
委
員
会
事
務
局 

　
▼
事
務
局
長
補
佐
兼
農
政
係
長
兼
農
地
係
長

（
農
地
係
長
兼
農
政
係
長
兼
庶
務
係
長
）
樫
尾
健 

▼
庶
務
係
長（
上
下
水
道
課
主
査
）
佐
々
木
美
樹

子
 

医
療
局 

　
▼
医
療
局
長《
併
任
》菅
原
貞
男

【
医
療
管
理
課
】▼
課
長《
併
任
》
菅
原
貞
男 

▼
課

長
補
佐
兼
総
務
係
長《
併
任
》（
市
民
生
活
課
課

長
補
佐
）樋
口
幸
一

【
経
営
企
画
推
進
室
】▼
室
長《
併
任
》（
医
事
課
課

長
補
佐
兼
経
営
企
画
推
進
室
長
補
佐
）
髙
橋
貴

幸

 

市
立
田
沢
湖
病
院 

【
診
療
科
】▼
管
理
栄
養
士（
新
規
採
用
）
高
橋
沙
也

香

【
看
護
科
】▼
看
護
師
長（
主
任
看
護
師
）
藤
原
明
美 

▼
主
任
看
護
師（
看
護
師
）信
田
し
の
ぶ 

▼
主
任

看
護
師（
看
護
師
）山
手
サ
ツ
キ

【
総
務
管
理
課
】▼
主
任（
主
事
）安
部
貴
弘

 

市
立
角
館
総
合
病
院 

【
診
療
部
】
▼
院
長
（
副
院
長
兼
外
科
科
長
）
伊
藤

良
正 

▼
診
療
部
長
兼
脳
神
経
外
科
科
長
兼
手
術

室
室
長
（
診
療
部
長
兼
血
管
内
脳
神
経
外
科
科

長
兼
手
術
室
室
長
）
山
口
卓 

▼
外
科
科
長
（
放

射
線
科
科
長
）
中
村
征
勝 

▼
消
化
器
内
科
科
長

（
新
規
採
用
）
奥
村
大
志 

▼
放
射
線
科
科
長
（
脳

神
経
外
科
医
師
）
鈴
木
隼
士 

▼
産
婦
人
科
医
長

（
新
規
採
用
）
岩
澤
卓
也 

▼
外
科
医
師
（
新
規
採

用
）
関
純
一 

▼
消
化
器
内
科
医
師
（
新
規
採
用
）

高
階
祐
輝 

▼
整
形
外
科
医
師
（
新
規
採
用
）
佐

藤
貴
洋 

▼
総
合
診
療
科
医
師
（
秋
田
県
健
康
福

祉
部
医
務
薬
事
課
よ
り
）
大
本
瑛
己 

▼
主
任
診

療
放
射
線
技
師
（
診
療
放
射
線
技
師
）
小
林
康
徳 

▼
主
任
臨
床
検
査
技
師
（
臨
床
検
査
技
師
）
戸
堀

健
司 

▼
主
任
理
学
療
法
士
（
理
学
療
法
士
）
花

脇
華
代 

▼
主
任
臨
床
工
学
士
（
再
任
用
）
佐
藤

勝 

▼
主
任
臨
床
検
査
技
師
（
再
任
用
）
柴
田
文

【
看
護
部
】▼
外
来
診
療
室
主
任
看
護
師
（
看
護
師
）

加
賀
谷
知
美 

▼
外
来
診
療
室
主
任
看
護
師
（
看

護
師
）
田
澤
公
子 

▼
看
護
師
《
医
療
安
全
担
当
》

（
看
護
師
）
茂
木
幸
恵

【
事
務
部
】▼
事
務
長
《
併
任
》
菅
原
貞
男

【
総
務
管
理
課
】▼
課
長
（
教
育
総
務
課
課
長
補
佐

兼
教
育
指
導
係
長
）
村
瀬
克
広 

▼
課
長
補
佐

兼
管
理
係
長
（
管
理
係
長
）
伊
澤
達
也 

▼
ボ
イ

ラ
ー
技
士
（
再
任
用
）
鈴
木
博
明 

▼
主
任
保
育

士
（
再
任
用
）
千
葉
哲
子

【
医
事
課
】
▼
参
事
《
併
任
》
髙
橋
貴
幸 

▼
課
長
補

佐
（
医
事
係
長
）
朝
水
惠
子 

▼
課
長
補
佐
兼
地

域
医
療
連
携
係
長
兼
主
任
看
護
師
兼
精
神
保
健

福
祉
士
兼
社
会
福
祉
士
（
地
域
医
療
連
携
係
長

兼
主
任
看
護
師
兼
精
神
保
健
福
祉
士
兼
社
会
福

祉
士
）
茂
木
世
輝
子 

▼
医
事
係
長
（
主
査
）
戸
嶋

く
み
子 

▼
主
査
（
教
育
総
務
課
主
査
）
髙
橋
牧

子 

▼
看
護
師
《
併
任
》（
西
木
公
民
館
看
護
師
）

鈴
木
喜
子

 

退
職 

　
▼
中
村
和
彦
（
市
民
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所

長
） 

▼
髙
橋
和
宏
（
観
光
商
工
部
長
） 

▼
浅
利

芳
宏
（
農
林
部
長
） 

▼
吉
田
稔
（
建
設
部
長
） 

▼

伊
藤
一
彦
（
会
計
管
理
者
） 

▼
高
橋
信
次
（
医
療

連
携
政
策
監
《
医
療
局
長
併
任
》） 

▼
加
古
信
夫

（
危
機
管
理
監
） 

▼
佐
藤
人
志
（
西
木
地
域
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
桧
木
内
出
張
所
長
兼
上
桧
木
内

出
張
所
長
） 

▼
鈴
木
孝
昭
（
監
査
委
員
事
務
局

長
） 

▼
藤
原
一
恵
（
田
沢
出
張
所
長
） 

▼
川
井

朋
子
（
角
館
こ
ど
も
園
参
事
兼
園
長
） 

▼
高
橋

俊
子
（
白
岩
小
百
合
保
育
園
参
事
兼
園
長
） 

▼

千
葉
哲
子
（
角
館
西
保
育
園
参
事
兼
園
長
） 

▼

畠
山
孝
子
（
中
川
保
育
園
参
事
兼
園
長
） 

▼
荒

木
田
真
由
美
（
に
こ
に
こ
こ
ど
も
園
参
事
兼
園

長
） 

▼
佐
々
木
真
貴
子
（
ひ
の
き
な
い
こ
ど
も

園
参
事
兼
園
長
） 

▼
運
藤
俊
子
（
会
計
課
長
） 

▼

戸
嶋
葉
子
（
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
） 

▼
大
澤
み
ゆ
き
（
角
館
こ
ど
も
園
副
園
長
） 

▼

茂
木
由
美
子
（
角
館
西
保
育
園
副
園
長
） 

▼
草

彅
深
雪
（
中
川
保
育
園
副
園
長
） 

▼
藤
原
典
子

（
西
明
寺
診
療
所
事
務
長
補
佐
） 

▼
仲
野
谷
美

和
子
（
保
健
課
主
査
《
医
療
管
理
課
併
任
》） 

▼

田
口
孝
男
（
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
技
術
主
任
） 

▼
千
葉
玲
子
（
神
代
出
張
所
技
術
主
任
） 

▼
田

口
一
恵
（
田
沢
湖
歯
科
診
療
所
主
任
歯
科
衛
生

士
） 

▼
西
宮
律
子
（
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室

主
任
保
健
師
） 

▼
草
別
き
よ
（
に
し
き
園
主
任

看
護
師
） 

▼
阿
部
栄
子
（
保
健
課
主
任
保
健
師

《
統
括
保
健
師
》） 

▼
大
山
と
し
子
（
市
立
田
沢

湖
病
院
栄
養
科
技
師
長
） 

▼
千
葉
曜
（
市
立
田

沢
湖
病
院
看
護
科
看
護
師
長
） 

▼
稲
田
慶
次
郎

（
市
立
田
沢
湖
病
院
看
護
師
） 

▼
稲
田
美
穂
（
市

立
田
沢
湖
病
院
看
護
師
） 

▼
西
野
克
寛
（
市
立

角
館
総
合
病
院
院
長
） 

▼
片
岡
伸
一
（
市
立
角

館
総
合
病
院
消
化
器
内
科
科
長
） 

▼
中
原
健
太

（
市
立
角
館
総
合
病
院
消
化
器
内
科
医
長
） 

▼

五
十
嵐
駿
（
市
立
角
館
総
合
病
院
整
形
外
科
医

師
） 

▼
佐
藤
勝
（
市
立
角
館
総
合
病
院
臨
床
工

学
室
技
師
長
） 

▼
柴
田
文
（
市
立
角
館
総
合
病

院
臨
床
検
査
科
技
師
長
） 

▼
菅
原
和
幸
（
市
立

角
館
総
合
病
院
看
護
部
副
看
護
部
長
） 

▼
中
野

寿
（
市
立
角
館
総
合
病
院
看
護
師
） 

▼
髙
橋
賢

志
（
市
立
角
館
総
合
病
院
看
護
師
） 

▼
簾
内
杏

奈
（
市
立
角
館
総
合
病
院
看
護
師
） 

▼
菅
原
美

有
（
市
立
角
館
総
合
病
院
看
護
師
） 

▼
鈴
木
博

明
（
市
立
角
館
総
合
病
院
主
任
ボ
イ
ラ
ー
技
士
）

 

帰
任 

【
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
へ
】▼
佐
藤
朋
紀（
国
際
交
流
推
進
室

長
）

【
北
都
銀
行
へ
】▼
藤
肥
寛
明（
国
際
交
流
推
進
室

参
事
）

【
秋
田
県
教
育
委
員
会
へ
】▼
浦
山
英
一
郎（
教
育

次
長
） 

▼
佐
藤
公
則（
北
浦
教
育
文
化
研
究
所
指

導
主
事
）

【
秋
田
県
へ
】▼
三
浦
隆
徳（
市
立
角
館
総
合
病
院

総
合
診
療
科
医
師
）

 

再
任
用
任
期
満
了 

　
▼
高
橋
吉
一
（
財
政
課
主
査
） 

▼
藤
村
好
正
（
財

政
課
主
査
） 

▼
草
彅
博
美
（
収
納
推
進
課
主
査
） 

▼
畠
山
靖
（
収
納
推
進
課
主
査
） 

▼
千
葉
浩
（
田

沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
主
査
） 
▼
伊
藤
寛
（
上
桧

木
内
出
張
所
主
査
） 

▼
林
崎
文
男
（
総
合
情
報

セ
ン
タ
ー
主
任
） 

▼
草
彅
正
勝
（
角
館
地
域
セ

ン
タ
ー
主
任
） 

▼
佐
川
由
紀
子
（
神
代
診
療
所

主
任
） 

▼
山
本
玲
子
（
角
館
西
保
育
園
主
任
保

育
士
） 

▼
鈴
木
弘
康
（
白
岩
小
学
校
技
術
員
） 

▼

門
脇
益
美
（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
） 

▼
高

橋
稔
（
市
立
角
館
総
合
病
院
主
任
臨
床
検
査
技

師
） 

▼
伊
東
康
子
（
市
立
角
館
総
合
病
院
臨
床

検
査
技
師
） 

▼
千
葉
幸
子
（
市
立
角
館
総
合
病

院
看
護
師
） 

▼
渡
部
静
子
（
市
立
角
館
総
合
病

院
看
護
師
） 

▼
眞
﨑
奈
保
子
（
市
立
角
館
総
合

病
院
看
護
師
） 

▼
高
橋
ま
り
子
（
市
立
角
館
総

合
病
院
助
手
） 

▼
藤
原
喜
明
（
市
立
角
館
総
合

病
院
主
任
）

平
成
31
年
４
月
２
日
付
け

 

次
長
級 

　
▼
総
務
部
危
機
管
理
監《
任
期
付
職
員
》高
橋
宏
和

 

総
務
部 

【
税
務
課
】▼
参
事
兼
納
税
係
長《
任
期
付
職
員
》
原

勉

【
収
納
推
進
課
】▼《
兼
務
》原
勉

 

観
光
商
工
部 

【
観
光
課
】▼
課
長《
任
期
付
職
員
》泉
谷
衆

【
農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室
】▼
室
長《
兼
務
》
泉
谷

衆

機構改革と人事異動

 

　  

平
成
31
年
度
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時間　10:00 ～ 10:50・11:00 ～ 11:50
相談方法　電話相談（要予約）

　※予約締切：当日の9:30まで

　予約された方へは日時にスタッフより電話します。

スタッフ　臨床心理士

4／9火

こころの電話相談

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

　「辛い、苦しい、不安、眠れない」などやひきこもりのこと、

家族のこと、あなたのこと、ひとりで悩まないで話をしてみ

ましょう。

時間　13:30 ～ 14:30 ・ 15:00 ～ 16:00
場所　角館交流センター 相談室

相談方法　面談（要予約）

　※予約締切：相談日当日の10:00まで

　予約された方は、直接会場へお越しください。

　※22日はストレスチェックができます。

スタッフ　臨床心理士

4／3水・4／22月

あなたの話を聴いてくれる人がいる

こころの相談

4／9火　 10:00～12:00・12:00～15:00

内容　 ▼ AM 保健師による血圧測定、健康相談など

　　　 ▼ PM 認知症予防軽体操、ゲームなど

4／23火  10:00～15:00

内容　楽しくおしゃべりタイム・ゲームなど

毎月第2、第4火曜日開催

傾聴ボランティア かだれ

　一緒にお茶を飲んだり認知症予防ゲームなどやり

たいことをやりましょう ! 集いの場「かだれ」が開

催されている時間内に心理カウンセラーが個室で傾

聴も行います（予約先 小松 ☎090-2975-3450）。

相談は無料ですので、相談されたい方は遠慮なくお

越しください。

場所　田沢湖健康増進センター　調理室

参加料　100円（昼食は各自でご持参ください）

　心に溜まったことや、気になること、心配なこと、話して

みませんか。「えくぼの会」会員がゆっくりお茶を飲みながら一

緒に考えていきます。時間内の都合のよいときに気軽に訪れ

てください。

場所　角館交流センター 相談室

4／17水　 時間  10:00～14:00

だれかに話をすると安心する

傾聴ボランティア えくぼの会

　笑いは、おなかや胸の筋肉を動かして酸素を体内に取り込むこ

とで、血行促進や免疫効果があるといわれています。仲間と一緒

に笑いの効果を実感しましょう。申し込みはいりません。

受付　9:40～10:00  終了11:30頃

場所　健康管理センター（角館）

内容　笑いヨガ・ゲーム・軽体操など

講師　保健師

笑いヨガで仲間との交流プラス健康度アップ！

4／19金

笑いの会

4／16火　（毎月第3火曜日）

“若者の居場所”

若者同士で交流しましょう !

時間　14:00 ～ 16:00　　場所　角館交流センター

主催　NPO法人 KOU（あきた若者サポートステーション

　　　運営団体）

　“若者の居場所”とは、心の重荷を下ろす場所です。辛い、

苦しい、不安、眠れない、家にいても居心地が悪い、社会の中

で生きづらいと感じているすべての若者が対象です。一緒にお

茶を飲んだり、おやつを食べたり、ちょっとしたゲームをしな

がら若者同士で交流しましょう。ぜひ 1人で抱え込まずに、ま

ずは足を運んでください。お待ちしています。

問合せ／ NPO 法人 KOU  大屋みはる  ☎018-853-4367

語って、笑って、ホッと一息

えがおサロン

「えくぼの会」では、毎月サロンを開き、

個人の悩みや相談に応じています。お

茶やコーヒーを飲んで語ってホッとす

るスペースです。どなたでも参加でき

ますのでぜひお立ち寄りください。

傾聴ボランティア「えくぼの会」

場所　田沢湖健康増進センター

参加料　100円

4／3水・5／10金  時間 13:00 ～ 16:00

　血圧測定と健康講話

　脳トレ・手工芸など 相談は
秘密厳守

です

問合せ／市立角館総合病院　☎54-2111

今後、しばらくの間は変更ありません。

市立角館総合病院から　眼科外来日程表のお知らせ

※毎週水曜日と金曜日が初診・再来・紹介状持参・予約の方の診察日となります。

※視野検査や手術などは予約のうえ、火曜日と木曜日に実施することがあります。

※再来受付時間は 11:00まで、初診・紹介状持参は 10:30までです。

※他の診療科については、電話での問い合わせまたはホームページ（https://kakunodate-hp.com/）

によるご確認をお願いします。
病院ホームページは
こちらから

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

休診日 休診日 診察日 休診日 診察日

【4月以降の診察曜日】

風
し
ん
抗
体
検
査
・
風
し
ん
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
風
し
ん
予
防
接
種

（
任
意
予
防
接
種
）

《
対
象
》
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

《
条
件
》
抗
体
検
査
陰
性
の
方

《
費
用
》
無
料

　

医
療
機
関
に
予
約
し
て
か
ら
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
抗
体
検
査
は
、
県
助
成
が
あ
り

ま
す
。（
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査
と
風
し
ん
の
予
防
接
種

（
定
期
予
防
接
種
）

《
対
象
》
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

男
性

《
費
用
》
無
料

《
ク
ー
ポ
ン
券
》

◆
昭
和
47
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
…

７
月
下
旬
以
降
に
郵
送
し
ま
す
。

◆
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
47
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
…

７
月
下
旬
以
降
に
希
望
す
る
方
に
発
行
し
ま
す
。
保
健
課
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
受
診
方
法
》
ク
ー
ポ
ン
券
を
医
療
機
関
（
要
予
約
）
ま
た
は
、
特

定
健
診
受
診
時
（
集
団
健
診
ま
た
は
医
療
機
関
健
診
）
に
持
参

し
て
受
診
し
ま
す
。
抗
体
検
査
を
受
け
て
か
ら
陰
性
の
方
に
風

し
ん
の
予
防
接
種
を
し
ま
す
。

問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課  

☎
55
‐
１
１
１
２

新
生
児
聴
覚
検
査

（
初
回
検
査
、確
認
検
査
）

費
用
を
助
成
し
ま
す

　

生
ま
れ
て
す
ぐ
の
赤
ち
ゃ
ん
に
行
う

耳
の
聞
こ
え
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
検
査
で

す
。
生
ま
れ
つ
き
耳
の
聞
こ
え
に
く
さ

が
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
は
お
よ
そ
１
０
０
０

人
に
１
～
２
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

聞
こ
え
に
く
さ
の
発
見
が
遅
れ
る
と

言
葉
の
発
育
が
遅
れ
た
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
い
な
ど
の
支

障
が
お
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
期

に
発
見
さ
れ
適
切
な
援
助
を
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
言
葉
と
こ
こ

ろ
の
成
長
の
た
め
に
と
て
も
大
切
で

す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
発
達
の
た

め
に
新
生
児
聴
覚
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

《
対
象
》
平
成
31
年
4
月
1
日
以
降
に

生
ま
れ
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
助

成
対
象
の
聴
覚
検
査
を
受
け
た
新

生
児
の
保
護
者

《
検
査
の
受
検
方
法
》
出
産
さ
れ
た
産

院
に
受
検
票
を
お
渡
し
く
だ
さ
い

《
助
成
額
》
該
当
す
る
検
査
の
全
額

　

問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課  

☎
55
‐
１
１
１
２　
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大曲仙北歯科医師会

4月の

休日歯科診療当番医

  7日　さいとう歯科クリニック（仙北市角館町）　　　☎0187-53-2752

 14日　小坂歯科医院（大仙市刈和野）                  　　　☎0187-75-1015

 21日　高山歯科医院（美郷町土崎）                                  　☎0187-85-3911

 28日　金子歯科クリニック（大仙市大曲丸子町） 　　　☎0187-63-7300

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

大曲税務署から

消費税軽減税率制度説明会
　本年、10 月 1 日の消費税率の引き上

げと同時に、消費税の軽減税率制度が実

施されます。税務署では、事業者の方を

対象として制度に関する説明会を開催し

ます。

【日時】4月24日水 13:30 ～ 15:30

【場所】角館交流センター

【問合せ】大曲税務署  ☎0187-62-2191

※音声案内に従い「2」を選択してください。

仙北市社会福祉協議会

4月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動と

して心配ごと相談を行っています。お気

軽にご利用ください。

【日時・場所】 ▼ 10日水 13:00 ～ 16:00・

　市役所神代出張所 ▼ 11日木 13:00 ～

16:00・社会福祉協議会角館支所 ▼ 15

日月 10:00 ～ 12:00・社会福祉協議会

西木支所 ▼ 17日 水 13:00 ～ 16:00・

田沢湖総合開発センター

【問合せ】仙北市社会福祉協議会  ☎52-1624

▼ ▼ ▼Consultation相　談

行政に関する相談ごとは

行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を

受け、国の仕事などについての苦情や意

見・要望を受け付け、皆さんと関係行政

機関との間に立って、その解決を図る「行

政と住民のパイプ役」です。仙北市の行

政相談委員は次の 3 人の方で、自宅で相

談を受け付けているほか、定例相談所を

開設しています。

【行政相談委員】 ▼難波輝子 ☎43-0782  

田沢湖生保内字水尻7  ▼大楽進 ☎53-

2690  角館町七日町34  ▼新山敦晃 

☎47-2746  西木町西明寺字宮田18

【4月相談所開設日・場所】 ▼ 10日水・市役

所神代出張所 ▼ 17日水・田沢湖総合開

発センター ▼ 18日 木・角館交流セン

ター ▼ 26日金・市役所桧木内出張所

【時間】13:00 ～ 16:00

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼Consultation相　談

～さくらの季節に～樺細工で生まれ変わった

奇跡のピアノコンサート vol.9
　神代小学校改築の際、廃棄される予定だったピアノで演奏さ

れます。美しい樺細工とオルゴールのような音色をお楽しみく

ださい。

【4月28日 日 】伊藤伸（ピアノ）《日本の桜（メラルティン）ほか》

【4月29日 月 】秋田県立大曲高等学校合唱部《花（武島羽衣 / 詞・

瀧廉太郎 / 曲）ほか》

【4月30日 火 】斎藤洋（ピアノ）《「前奏曲第1集」より亜麻色の

髪の乙女（ドビュッシー）ほか》

【5月1日 水 】田口順子（ピアノ）《ノクターン第2番（ショパン）ほか》

【5月3日 金 】牧野詩織（フルート）・安藤満里（クラリネット）・倉持千惠子（ピアノ）《「四

季のポプリ」より春（中山育美）》

【5月4日 土 】松田千明（ソプラノ）・新妻文香（ピアノ）《早春賦（吉丸一昌/詞・中田章/曲）ほか》

【5月5日 日 】山田朗子（ピアノ）《小犬のワルツ（ショパン）ほか》

【時間】各日とも11:00～11:30、13:30 ～ 14:00の2回公演。

【場所】平福記念美術館

【入館料】大人（高校生以上）300円、小・中学生200円、コンサートのみの方は無料

【問合せ】 ▼安藤満里 ☎090-2989-2918  ▼倉持千惠子  ☎090-5233-6127

 

※各日とも11:00～11:30, 13:30～14:00の２回公演です。
曲目変更の場合はご了承ください。 主催 Otoを楽しむ会～古きピアノに樺のアート・プロジェクト～  

お問合せ 090(2989)2918 安藤 090(5233)6127 倉持 

日 伊藤 伸（ピアノ）
・日本の桜（メラルティン）
・バラード第 番（ショパン） ほか

日 山田 朗子（ピアノ）
午前の部～クラシック～

・小犬のワルツ（ショパン）
・リラの花（ラフマニノフ）
・トルコ行進曲（モーツァルト）

午後の部～映画・ポップス～
・ホール・ニュー・ワールド
・春よ、来い
・チム・チム・チェリー ほか

火 斎藤 洋（ピアノ）
・亜麻色の髪の乙女「前奏曲第 集」より（ドビュッシー）
・湖「風景」より（モンポウ）
・ジャズマティック（アレヴィ）
・浜辺の歌変奏曲（成田為三）ほか

土 松田 千明（ソプラノ）
新妻 文香（ピアノ）

・花（武島羽衣 詩 瀧 廉太郎 曲）
・早春賦（吉丸一昌 詞 中田 章 曲）
・朧月夜（高野辰之 詞 岡野貞一 曲）ほか

月 秋田県立大曲高等学校合唱部
・花（武島羽衣 詩 瀧 廉太郎 曲）
・田の草取り唄（秋田県民謡）
・鴎（三好達治 詩 木下牧子 曲）
・おんがく（まど・みちお 詩 木下牧子 曲）
・最愛（本田武久 詩 アベタカヒロ 曲）

水 田口 順子（ピアノ）
・ノクターン第 番（ショパン）
・月の光（ドビュッシー）
・アレグロ・アパショナート（サン・サーンス）ほか

金

・『四季のポプリ』より春（中山育美）
・『アンダンテとロンド』よりⅠ（ドップラー）
・いつか王子様が ほか

牧野 詩織（フルート）
安藤 満里（クラリネット）
倉持千惠子（ピアノ）
 

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

『本』にならなかった本～塩野米松 聞き書き

『中国の職人』展
　６年という時間をかけて中国の職人６人に取材した、聞き書きの名手・塩野米松氏（仙

北市出身）による『中国の職人』。紙の『本』では出版されず、電子書籍で全文公開され

た作品の世界を再現した展示です。

【会期】4月6日土 ～ 8月25日日 （月曜日休館。ただし、4月22日・

29日・5月6日・7月15日・8月12日は開館）

【時間】9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）

【場所】新潮社記念文学館

【入館料】一般（高校生以上）300円、小・中学生150円

【問合せ】仙北市新潮社記念文学館（仙北市イベント交流館）

　☎43-3333（学習資料館共通）

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

一般社団法人田沢湖・角館観光協会×角館伝建群地区の町並みを守る会

武家屋敷周辺クリーンアップ
　待望のさくらのシーズンを控え、昨年に引き続き、

武家屋敷周辺のクリーンアップを行います。作業を行

いながら、伝建群地区の重要性について再認識し、今

後の活動につなげていきたいと思いますので、ぜひご

参加くださるようお願いします。

【日時】4月12日金 9:00 ～ 10:30（雨天決行）

【場所】9:00桜並木駐車場に集合後、 ▼《A 班》桜並木駐車場⇒樺細工伝承館前⇒東勝楽丁・

小人町⇒岩瀬北野線⇒桜並木駐車場

▼《B 班》桜並木駐車場⇒樺細工伝承館前⇒表町・歩行町⇒川原町信号⇒桜並木駐車場

【持ち物】ほうき、ちりとり、火ばさみなどの清掃に必要と思われる用具

【問合せ】一般社団法人田沢湖・角館観光協会角館支部事務局  ☎54-2700
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な
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取
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。
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取
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６
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催
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ジ
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保
健
課  
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‐
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１
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たくさんのご応募ありがとうござい
ました。

Ⓒほぼ日刊イトイ新聞
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おしらせ
ナビ

おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

4月6日～12日は新入学(園)
期の交通安全運動です
　4 月 6 日から 12 日までは「新入学（園）

期の交通安全運動」期間です。4 月から

新入学児童・園児が登校・登園します。

子どもが巻き込まれる交通事故が発生し

ないよう、市民の皆さまによる「こえかけ」

と「安全運転」をお願いします。

【運動の重点】新入学（園）児童・園児を

中心とした子どもの交通事故防止～歩

行者ファースト意識の醸成～

【問合せ】 ▼仙北市交通安全対策協議会（仙

北市総合防災課内） ☎43-1115

▼仙北警察署  ☎53-2111

▼仙北地区交通安全協会  ☎54-2332

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

自転車保険に
加入しましょう
　自転車による事故で、加害者が高額な損

害賠償を求められることがあります。事故

に備え、自転車保険に加入しましょう。

【主な保険の例】 ▼保険会社などで取り扱

う自転車向け保険  ▼傷害保険、火災

保険、自転車保険などの個人賠償責任

特約  ▼自転車安全整備店で取り扱う

「TS マーク付帯保険」

※コンビニエンスストアやインターネッ

トなどで加入できる保険もあります。

【問合せ】秋田県生活環境部県民生活課

　☎018-860-1523

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

平成31年度 公共職業訓練　6月期生の募集
　ポリテクセンター秋田では、求職者を対象にものづくり分野に関する専門的技能・知

識を習得するための職業訓練を行っています。

【訓練期間】①6月4日火 ～ 11月29日金  （6か月） 　②6月12日水 ～ 12月26日木 （7

か月）  9:20 ～ 15:40

【場所】ポリテクセンター秋田（潟上市）

【訓練科（定員）】①テクニカルオペレーション科（15人）  ②建築 CAD 施工科《若年コース》

（10人）

【受講料】無料（テキスト代などは自己負担）

【募集期限】4月25日木

【応募資格】ハローワークに求職申込をされた方で、新たな技術 ･ 技能を身につけて再就

職を希望される方

【その他】毎週木曜日に施設見学会を行っています（雇用保険受給中の方は就職活動とし

て認められます）。

【問合せ】秋田職業能力開発促進センター（ポリテクセンター秋田）訓練課 受講者第一係  

☎018-873-3178

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

東北財務局秋田財務事務所

「多重債務相談窓口」の
ご案内
　東北財務局秋田財務事務所では、借金

を抱えお悩みの方々からの相談に応じて

います。借金問題は様々な方法で必ず解

決できます。1 人で悩まず、ご相談くだ

さい。相談は無料です。

【相談窓口】財務省東北財務局秋田財務事

務所 理財課（秋田市山王七丁目1-4 秋

田第二合同庁舎3階）

【時間】月曜日～金曜日（祝日、年末年始除

く）　8:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30

【問合せ】東北財務局秋田財務事務所理財課  

☎018-862-4196

▼ ▼ ▼Consultation相　談

国家公務員採用試験のお知らせ
　人事院では、国家公務員採用総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）および一般職

試験（大卒程度試験）を実施します。申し込みはインターネットにより行ってください。

なお、申込方法や受験資格などの詳しい内容については、人事院ホームページ（http://

www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）または下記にお問い合わせください。

【申込受付期間・第1次試験日】

区分 インターネット申込受付期間（受信有効） 第 1 次試験日

総合職試験（院卒者試

験・大卒程度試験）
4月8日月 まで 4月28日日 

一般職試験

（大卒程度試験）
4月5日金  9:00 ～ 4月17日水 6月16日日 

【問合せ】人事院東北事務局 第二課 試験係  ☎022-221-2022

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

今年のゴールデンウィークは10連休 !～休暇を加えて自分流バケーションも

「仕事休もっ化計画」
　労働基準法が改正され、4 月より使用者は、法定の

年次有給休暇日数が10日以上の全ての労働者に対し、

毎年 5 日間、年次有給休暇を確実に取得させることが

必要となりました。

◎労使一体となって、年次有給休暇の「計画的付与制

度」を導入しましょう。

◎時間単位の年次有給休暇を活用しましょう。

【問合せ】 ▼《年次有給休暇の取得促進について》秋田

労働局雇用環境・均等室  ☎018-862-6684  ▼

《年次有給休暇の制度について》大曲労働基準監督署  

☎0187-63-5151

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

対象となる方 お知らせの郵送時期

4 月から新規に仮徴収が始まる方 ▼ 4月10日頃

　（仮徴収のお知らせ）

▼７月中旬頃

　（確定保険料のお知らせ）4 月の仮徴収額と 6 月以降の額が変更となる方

4 月の仮徴収額と 6 月以降の額が変更とならない方

※４月、６月、８月の仮徴収額は平成31年２月の

特別徴収（年金から差し引き）額と同じです。
　7 月中旬頃

　（確定保険料のお知らせ）

納付書・口座振替で納める方

【仮徴収とは…】介護保険料は、6 月に決定される住民税の課税状況などによって、7 月

にその年度に納める金額（確定保険料）が決まります。そのため、確定保険料での徴収

ができない４月・６月・８月は前年度の保険料額をもとにした暫定の保険料額での徴収（仮

徴収）となります。

　確定保険料年額から仮徴収額を差し引き、残りの徴収回数で割った金額が下半期に徴

収される 1 回あたりの金額となります。

　例えば、4・6・8 月に各 10,000 円（合計 30,000 円）を仮徴収された方の確定保

険料が年額 66,000 円と決定された場合は以下の例の通りとなります。

　なお、4 月から新たに仮徴収が開始となる方、4 月の仮徴収額と 6 月以降の額が異な

る方には 4 月 10 日頃に仮徴収のお知らせを送付する予定です。

介護保険事務所から　～介護保険料の仮徴収について～

65歳以上の方で特別徴収（年金から差し引き）

されている皆さんへ

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

【申請・問合せ】 ▼介護保険事務所 保険給付班  ☎0187-86-3911

　 ▼仙北市長寿支援課  ☎43-2281  ▼仙北市包括支援センター  ☎43-2283

4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

10,000 円 10,000 円 10,000 円 12,000 円 12,000 円 12,000 円

[ 仮徴収額 ] 合計 30,000円 合計 36,000円

例 （6
↑確定保険料年額

6,000 円   -   3
↑仮徴収額（4月･6月･8月）

3,000 円）  ÷  3
↑10月･12月･2月

回  ＝  12,000 円 / 回

特殊詐欺の被害防止のために

～強盗、サギの前兆 !! ～　資産聞き出す「アポ電」
　息子や警察官などになりすまして電話をかけ、あらゆる口実で資産などの個人情報を

聞き出し、この情報をもとに強盗や詐欺におよぶ手口が発生しています。

　実際に、首都圏で発生した強盗事件では、事件前、被害者宅に息子を名乗る人から「自

宅に現金があるかどうか」を確認する電話がありました。

　あなたの個人情報を聞き出す電話は、強盗や詐欺事件の前兆です ! 絶対に教えてはいけ

ません !!

【問合せ】仙北警察署  ☎53-2111

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

被害者 犯人

警察官

報道機関

息子 ･ 親族資産、家族構成、
在宅状況など

アポ電

春の火災予防運動
　４月７日から 13 日までの 1 週間、春

の火災予防運動が行われます。冬から春

へ季節が移り変わるこの時季は、空気が

乾燥し火災が起こりやすいため、火災の

発生を防止することを目的に、消防署員

や消防団員が立入検査や高齢者世帯の巡

回、消防広報紙の配布などを行います。

　火事は、ごみ焼きやたばこの不始末な

ど、ちょっとした油断から起こります。

尊い命や大切な財産を守るため火災予防

に努めましょう。

【住宅防火 いのちを守る 7つのポイント】

3 つの習慣

▼寝たばこは、絶対やめる。

▼ストーブは、燃えやすいものから離れ

た位置で使用する。

▼ガスコンロなどのそばを離れるとき

は、必ず火を消す。

4 つの対策

▼逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警

報器を設置する。
▼寝具、衣類およびカーテンからの火災

を防ぐため、防炎品を使用する。

▼火災の小さいうちに消すために、住宅

用消火器などを設置する。

▼お年寄りや身体の不自由な人を守るた

めに、隣近所に協力体制を作る。

※火災予防運動期間中に住宅用火災警報器

の設置状況や点検状況の調査を行うため、

消防署員が皆さまのお宅を訪問すること

がありますので、ご協力お願いします。

【問合せ】角館消防署 予防班

　☎54-2302

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】

2月受付分、敬称略

◆世古寸喜展世話人会

◆角館パッチワーク教室 代表 堀井仙子

◆渡邊優（生保内字武蔵野）

◆田中宣男（生保内字武蔵野）

◆阿部節子（生保内字武蔵野）

◆能美朋也（角館町小勝田）

◆狐崎湛子（角館町雲然）

◆藤峰成利（角館町山根町）

◆高橋光風（角館町小館）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

相
談

募
集
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せ

お
知
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せ
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談
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談
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集
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集
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知
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せ
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知
ら
せ

イ
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ト

セ
ミ
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ー
・
教
室
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大河清治　 （86 歳・田沢字春山）

中嶋鐵柱　 （88 歳・田沢字高屋）

佐々木貞雄 （76 歳・生保内字堂ノ前）

田口重正　 （91 歳・生保内字武蔵野）

髙橋慶子　 （88 歳・生保内字武蔵野）

平鹿イヨ　 （97 歳・生保内字久保）

玉井昻正　 （90 歳・生保内字沼田）

髙倉信子　 （64 歳・梅沢字森腰）

武村孝子　 （95 歳・梅沢字沼頭）

藤井キミ　 （91 歳・卒田字大石野）

伊藤ヨシ子 （86 歳・上菅沢）

本庄栄子　 （91 歳・岩瀬）

菊地 司　 （84 歳・小館）

荒川郁子　 （85 歳・裏町）

髙橋　順　 （82 歳・田町上丁）

小林ハマ　 （90 歳・山谷川崎字川崎）

小林キクノ （78 歳・山谷川崎清水川）

戸澤チヱ　 （90 歳・小勝田中川原）

畠山恭子　 （91 歳・西長野野田）

小松ミサ　 （88 歳・雲然上町屋）

石鄕岡ツルヱ （85 歳・雲然碇）

石郷岡ナツ （83 歳・雲然碇前田）

鈴木一男　 （97 歳・下延上川原）

髙橋忠隆　 （88 歳・下延竹市）

山形武志　 （59 歳・下延切欠田）

菅原良子　 （95 歳・広久内下タ町）

髙橋アイ　 （93 歳 ･ 広久内下タ町）

山田艶　　 （90 歳・上桧木内字宮田）

柏谷正則　 （63 歳・上桧木内字宮田）

竹村ヤヱノ （94 歳・桧木内字相内）

藤原道夫　 （87 歳・桧木内字松葉）

藤田ヨシノ （86 歳・桧木内字松葉）

おくやみもうしあげます　…氏名（年齢・住所）

※表記の価格は全て税込価格です。

４/１ 月

２ 火

３ 水
●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13:00 ～16:00） P25

●こころの相談（角館交流センター13:30 ～14:30、15:00 ～16:00） P25

４ 木 ●中川保育園入園式

５ 金
●神代・角館・ひのきないこども園入園式
●白岩小百合・角館西保育園入園式
●桧木内中学校入学式

６ 土

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～12:00） P17

●おはなしかい うさぎのみみ（学習資料館10:00 ～） P17

●『本』にならなかった本～塩野米松 聞き書き『中国の職人』展（新潮社記念文学館

9:00 ～17:00　※入館は16:30まで） P27  8 月 25 日まで  

●新入学 ( 園 ) 期の交通安全運動 P28  12 日まで

７ 日

●秋田県議会議員一般選挙当・開票日（【投票】市内21か所 7:00 ～19:00　【開票】角館交

流センター20:30 ～） 3/16･P28

●春の火災予防運動 P29  13 日まで

８ 月

●にこにここども園入園式
●桧木内小学校入学式
●角館・生保内・神代・西明寺中学校入学式
●角館高校入学式
●大曲支援学校せんぼく校入学式

９ 火

●角館・中川・白岩・生保内・神代・西明寺小学校入学式
●かだれ（田沢湖健康増進センター10:00 ～12:00、12:00 ～15:00） P25

●こころの電話相談（10:00 ～10:50、11:00 ～11:50） P25

１０ 水
●だしのこ園入園式
●行政相談所開設日（市役所神代出張所13:00 ～16:00） P27

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（市役所神代出張所13:00 ～16:00） P27

１１ 木 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所13:00 ～16:00） P27

１２ 金
●赤ちゃん広場（さくラッコ10:30 ～11:30） P19

●武家屋敷周辺クリーンアップ（桜並木駐車場 9:00 集合～10:30） P27

１３ 土 ●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～12:00） P17

１４ 日

１５ 月 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所10:00 ～12:00） P27

１６ 火 ●若者の居場所開設日（角館交流センター14:00 ～16:00） P25

１７ 水
●えくぼの会（角館交流センター10:00 ～14:00） P25

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター13:00 ～16:00） P27

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター13:00 ～16:00） P27

１８ 木 ●行政相談所開設日（角館交流センター13:00 ～16:00） P27

仙北市カレンダー ４/１月   ～ 18 木   
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平成 31 年度が始まりました

平成 31 年度主要事業

平成 31 年度仙北市の予算

旬な情報チャンネル

国民年金からお知らせ

市役所からのお知らせ

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

図書館情報局

子育てインフォメーション

平成 31 年度機構改革と人事異動

保健と健康の掲示板

おしらせナビ

戸籍の窓口から／第 3 セクター
耳より情報／仙北市カレンダー

広告

SG　イチロー現役引退。つい
にこの時が…。その才能とセ

ンスで数々の偉業を成し遂

げ、多くの人を魅了してきた

イチロー。私もその昔、球場でプレーを

見て魅了された1人です。活躍の裏で、
地道に練習を積み重ねる姿から努力の天

才とも。引退報道を見ながら、コツコツ

と1日を積み重ねていこう !と思った新
年度の始まりです。

FK　広報担当3年目を迎えま
す。今年度は元号が変わり

ゴールデンウィークが10連
休と、早々に新しい時代に突

入したなぁと感じられそうですね。また

気を引き締めて広報の発行、取材にお邪

魔しますので、皆さまよろしくお願いし

ます。

MT　田沢湖町で 5年、仙北
市で4年にわたり広報を担当
しましたが、春から異動とな

りました。「つぶやき」では到

底語れませんが、たくさんの思い出が浮

かびます。これからは、校正や締切を気

にせず、読者目線で楽しみたいと思いま

す。お世話になった皆さまに感謝します。

今後とも広報せんぼく、よろしくお願い

します。
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工藤真
ま り な

莉菜 （秀行・上野）

伊藤凛
りん

　　 （悠・岩瀬）

坂本茉
ま こ

子　 （康平・勝楽）

田中千
ち づ る

鶴　 （隆裕・小勝田下川原）

青柳颯
そうすけ

翼　 （光範・下延段添）

 ご宴会やご会合などにおすすめ！「日帰りプラン」
お料理 3,000 円～
[ 特典 ] ①ご入浴　②カラオケ　③お料理 4,000 円以上で、お銚子
1 本のサービス

 「温泉プール」好評営業中！
体力づくりやリフレッシュに、ぜひご利用ください。
[ 営業時間 ] 平日 13:30 ～ 20:00
土日祝日 10:00 ～ 12:00 ／ 13:30 ～ 17:00
[ 利用料金 ] 大人 400 円／小・中学生 200 円
プール入湯セット　大人 600 円／中学生 400 円／小学生 300 円

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00（入浴受付 20:00 まで）リオン

 小桜舞子ディナーショー
29 日㈪㈷　お食事：18:00 ～／開演：19:00 ～　お 1 人様 6,000 円

 グラウンドゴルフの季節になりました！

▶ 4 月の大会予定

3 日㈬　合同安全祈願祭
14 日㈭～ 12 日㈮　グラウンドゴルフ場無料開放
13 日㈯　月例大会　会員限定（500 円）
21 日㈰　開設 15 周年記念　オープン参加（1,000 円）
30 日㈫㈷　小桜舞子杯　オープン参加（1,000 円）
※大会当日は、出場者専用車両を運行します。

▶花葉館グラウンドゴルフ友の会会員募集
年会費 1,000 円　随時、受付しています。
[ 会員特典 ] 会員証提示で、レストラン飲食代 5％割引、入浴料
50 円引き

▶年間プレイパスポート
友の会会員：登録料 2,000 円／友の会非会員：登録料 2,600 円
※証明用写真を 1 枚お持ちください。

葉館 角館町西長野古米沢 30-19
☎ 55-5888花

 お待たせしました！4/1㈪から「がっこ蔵」オープン！

 川連漆器オリジナル花器とグラス展
27 日㈯～ 30 日㈫㈷　米蔵 2 階
10:00 ～ 17:00（最終日は 16:30 まで）

宮家 角館町田町上丁 11-1　☎ 52-2438
時 10:00 ～ 17:00西

 仙北市民憩いの日  今月は26 日㈮
仙北市民入浴無料！※仙北市民と確認できるものを持参ください。

  4 月は 10 日㈬と 24 日㈬が定休日です

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）　東

 4 月のランチバイキング開催日
13 日㈯、14 日㈰、20 日㈯、21 日㈰、27 日㈯、28 日㈰、29 日㈪㈷

 4/13 ㈯から全館オープン！
レストラン・ショップ・温室すべて営業します。
春のお花・ハーブも入荷しますので、ぜひ遊びに来てね！
※ 1 日㈪～ 12 日㈮までは、土日のみの営業です。（平日休業）

ートハーブ
田沢湖田沢字潟前 78　☎ 43-2424
時平日10:00 ～ 16:00 ／土日祝 9:00 ～ 17:00ハ

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

44 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（平成 31 年３月１日現在）

出生
5 人 37 人

死亡 転入 転出
37 人

人口 26,334 人
（－ 39）　

男 12,249 人 （－ 23）
女 14,085 人 （－ 16）

世帯数 　10,584 世帯 （－   3）

戸籍の
 窓口から
―２月届出分・敬称略―

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

佐藤三郎　 （90 歳・西明寺字宮田）

新山弘子　 （78 歳・西明寺字荒町東）

田口綾子　 （88 歳・小山田字中村）

髙橋恭一　 （90 歳・上荒井字田屋）

佐藤佐一　 （91 歳・小渕野字袖野）

杉宮章　　 （71 歳・上荒井字寺村）

木元キヲヱ （93 歳・西荒井字中野）

田沢湖   9,867 人
角　館 12,067 人
西　木   4,400 人
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